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解
題

　

本
論
文
の
著
者
ハ
ン
ス
・
リ
ン
ダ
ー
ル
（H

ans Lindahl

）（（
（

教
授（（
（

は
、
南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
出
身
で
、
同
国
の
首
都
ボ
ゴ
タ
の
私
立
ハ

ベ
リ
ア
ナ
（Javeriana

）
大
学
で
法
学
士
号
及
び
哲
学
修
士
号
を

取
得
し
た
後
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ヴ
ァ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
で
哲
学

博
士
号
を
取
得
し
た
。
リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
の
専
門
は
法
哲
学
及
び
政

治
哲
学
で
あ
り
、
現
在
は
オ
ラ
ン
ダ
の
テ
ィ
ル
ブ
ル
ク
（T

ilburg

）

大
学
で
法
哲
学
講
座
教
授
を
務
め
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン

大
学
ク
イ
ー
ン
メ
ア
リ
ー
校
で
グ
ロ
ー
バ
ル
法
講
座
教
授
を
兼
任
し

て
い
る
。

　

リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
の
基
本
的
な
問
題
関
心
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

そ
の
下
で
生
じ
る
法
の
変
容
に
関
連
す
る
現
代
的
な
諸
問
題
で
あ
り
、

「
包
摂
／
排
除
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
軸
と
し
、
現
象
学
及
び

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
や
分
析
哲
学
と
り
わ
け
集
合
行
為
論
と
い
っ
た

哲
学
上
の
議
論
を
巧
み
に
援
用
し
な
が
ら
、
法
に
見
ら
れ
る
不
変
の

構
造
的
要
素
を
抽
出
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

ハ
ン
ス
・
リ
ン
ダ
ー
ル

山　

元　
　
　

一　
　

近　

藤　

圭　

介
／
訳

大　

野　

悠　

介　
　

憲�

法
制
定
権
力
と
再
帰
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

―
―
集
団
的
自
己
の
存
在
論
に
向
け
て
―
―

資 料
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＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
こ
に
訳
出
し
た
論
文
「
憲
法
制
定
権
力
と
再
帰
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
―
―
集
団
的
自
己
の
存
在
論
に
向
け
て
（Constituent 

Pow
er and Reflexive Identity: T

ow
ards an O

ntology of 
Collective Selfhood

）」〔
マ
ー
チ
ン
・
ラ
フ
リ
ン=

ニ
ー
ル
・

ウ
ォ
ー
カ
ー
編
『
立
憲
主
義
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
（M

artin Loughlin 
&

 N
eil W

alker 

（eds.
）, T

he Paradox of Constitutionalism
 

（O
xford: O

xford U
niversity Press, 2007

）, pp. 9‌

―24.

）』
所

収
〕
は
、
近
代
憲
法
の
基
礎
概
念
の
一
つ
で
あ
る
憲
法
制
定
権
力
に

つ
い
て
、
彼
独
自
の
方
法
論
に
基
づ
い
て
理
論
的
再
構
成
を
行
っ
た

極
め
て
興
味
深
い
論
文
で
あ
る（（
（

。

　

本
論
文
が
所
収
さ
れ
て
い
る
『
立
憲
主
義
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
』
は
、

近
代
立
憲
主
義
そ
の
も
の
に
内
在
す
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
、
す
な
わ
ち

国
家
権
力
に
対
し
て
法
的
に
規
律
を
及
ぼ
す
立
憲
主
義
政
体
が
、
現

存
す
る
法
秩
序
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
憲

法
制
定
権
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
法
学
政
治
学
の
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
有
す
る
論
者
が
こ
の
よ
う
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
う
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
だ
論
文
集
で
あ
り
、
本
論
文

は
、
そ
の
劈
頭
を
飾
っ
て
い
る
。

　

本
論
文（（
（

に
お
い
て
、
リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の

進
展
と
い
う
文
脈
の
中
で
改
め
て
、
戦
間
期
ド
イ
ツ
語
圏
で
展
開
さ

れ
た
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
（H

ans K
elsen

）
と
カ
ー
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
（Carl Schm

itt

）
の
国
家
と
（
憲
）
法
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
論
争
を
批
判
的
に
再
読
し
つ
つ
、
憲
法
制
定
権
力
論
の
再
定
位

を
試
み
る
。
彼
は
、
憲
法
制
定
権
力
を
、「
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
（collective identity

）」
の
問
題
に
引
き
寄
せ
て
考
え
る
。

リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
は
、
法
的
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
集
合
行
為

論
を
参
照
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
一
人
称
複
数
の
‘We

’の
意
味
す

る
と
こ
ろ
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
憲
法
制
定
権
力
観
念
を
理

解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
力
説
す
る
、
リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
か
ら
み

れ
ば
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
純
粋
法
学
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
主
体
で
あ
る

べ
き
‘We

’を
法
秩
序
の
主
体
か
ら
排
除
し
、
法
秩
序
そ
の
も
の
に

解
消
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
と
い
え
ば
、
法
秩
序
の
主
体
と
し
て
憲
法
制
定
権
力

を
行
使
す
る
人
民
を
措
定
し
、
憲
法
制
定
行
為
を
自
己
授
権
的
・
自

己
帰
属
的
行
為
だ
と
捉
え
た
点
に
お
い
て
は
適
切
で
あ
っ
た
が
、
憲

法
制
定
権
力
の
行
使
主
体
と
し
て
政
治
的
同
質
性
を
有
す
る
人
民
と

い
う
先
行
す
る
政
治
的
共
同
体
の
存
在
を
前
提
と
し
た
点
に
お
い
て

不
適
切
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
の
批
判
で
あ
る
。

　

リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
に
よ
れ
ば
、
実
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
と
っ
て
も
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シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
も
念
頭
に
あ
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、

「
同
一
性
（sam

eness

）」
と
い
う
意
味
で
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
不
適
切
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
「
再
帰
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」、「
集
団
的
自
己

（selfhood

）
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
し
て
理
解
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
単
な
る

一
人
称
単
数
の
集
積
に
還
元
さ
れ
な
い
一
人
称
複
数
の
‘We

’を
問

う
次
元
に
位
置
し
、
あ
る
集
団
が
自
分
た
ち
自
身
を
集
団
的
に
あ
る

行
為
を
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
統
一
体
と
し
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
行
為
が
集
団
的
な
る
も
の
の
た
め
に
企
図
さ
れ
て
い
る
と
い
う

二
つ
の
意
義
に
お
い
て
、
か
か
る
共
有
さ
れ
た
志
向
的
活
動
は
再
帰

的
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
再
帰
性
の
二
つ
の
意
義
に
よ
っ
て
、

〈
人
民
自
身
の
憲
法
〉
と
い
う
観
念
が
導
出
さ
れ
、
そ
れ
を
〈
人
民

に
押
し
つ
け
ら
れ
た
憲
法
〉
と
峻
別
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
こ

の
よ
う
な
「
私
た
ち
の
も
の
で
あ
る
こ
と
（ow

nership

）」
の
観

念
は
徹
底
的
に
政
治
的
な
観
念
で
あ
っ
て
、「
集
団
的
自
己
構
成

（collective self-constitution

）」
―
―
「
集
団
的
自
己
帰
属

（collective self-attribution

）」
―
―
に
含
ま
れ
た
再
帰
性
を
表

現
す
る
。
こ
う
し
て
、
憲
法
制
定
権
力
は
、
無
か
ら
生
じ
る
純
粋
な

決
定
で
は
な
い
。
具
体
的
実
存
性
を
帯
び
た
集
団
的
な
る
も
の
は
、

す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
そ
れ
に
先
立
ち
、「
私
た
ち
は
誰
か
？
」

と
い
う
設
問
を
自
ら
に
課
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
絶
え
ず
立
ち
向
か
う

も
の
に
「
応
答
（re-act

）」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
行
為
し
う

る
（
こ
の
意
味
で
、
憲
法
制
定
行
為
は
条
件
付
で
遡
及
的
に
の
み
成

立
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
政
治
的
統
一
の
核
心
は
そ
の
「
根
本
的
な

受
動
性
（fundam

ental passivity

）」
に
あ
る
。（（
（

）。
し
た
が
っ
て
、

帰
属
は
、
過
去
と
未
来
へ
の
投
影
（retrojection, projection

）

に
よ
っ
て
の
み
成
り
立
つ
。
リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
憲
法
制
定
権
力
の
理
解
は
、
決
し
て
法
秩
序
の
存
在
を
軽
視
す

る
も
の
で
は
な
く
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
所
説
と
は
異
な
っ
て
政
治
的
統

一
は
法
秩
序
を
通
じ
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。「
集
団
的
自
己
」
は
「
懐
疑
可
能
性

（questionability

）」
と
「
応
答
性
（responsiveness

）」
を
必
然

的
に
伴
う
の
で
あ
っ
て
、
法
治
国
原
理
と
基
本
権
保
障
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
あ
る
行
為
を
人
民
の
行
為
に
帰
し
得
る
た
め
の
最
小

限
の
条
件
を
な
す
、
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
ハ
ン
ス
・
リ
ン
ダ
ー
ル
の
議
論
の
背
景
に
は
、
近
代
主
権

国
家
シ
ス
テ
ム
の
不
可
逆
的
動
揺
化
と
い
う
状
況
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
今
を
生
き
る
人
々
に
と
っ
て
、
自
ら
の
政
治
的
結
合
体
の
主
体

で
あ
る
一
人
称
複
数
の
‘We

’は
誰
な
の
か
、
と
い
う
設
問
が
強
度

な
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
帯
び
た
設
問
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る（（
（

。
リ
ン
ダ
ー
ル
の
憲
法
制
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定
権
力
論
は
、
近
代
主
権
国
家
と
憲
法
制
定
権
力
観
念
を
不
即
不
離

の
関
係
と
捉
え
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
支
配
的
な
思
考
枠
組
み
（
＝
憲

法
制
定
に
は
デ
モ
ス
の
存
在
が
絶
対
的
条
件
で
あ
っ
て
、
主
権
者
人

民
が
憲
法
採
択
と
い
う
絶
対
的
な
決
定
を
お
こ
な
う
の
で
な
け
れ
ば
、

憲
法
制
定
行
為
の
存
在
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る

〈
フ
ラ
ン
ス
革
命
再
演
要
求
〉
の
テ
ー
ゼ
）
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
、

一
つ
の
魅
力
的
な
憲
法
制
定
権
力
再
定
位
論
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
戦
後
日
本
憲
法
学
に
お
け
る
代
表
的
な
憲

法
制
定
権
力
論（（
（

（
樋
口
陽
一
、
菅
野
喜
八
郎
、
長
谷
部
恭
男
）
に
お

い
て
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
憲
法
制
定
権
力
論
に
つ
い
て
そ
れ
を
立
憲
主

義
を
破
壊
す
る
議
論
と
し
て
強
く
警
戒
視
し
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
思
考
を

継
承
す
る
方
法
二
元
論
的
見
地
に
基
づ
く
事
実
と
規
範
の
二
元
論
的

理
論
構
成
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
強
い
影
響
力
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
史
的
唯
物
論
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
杉
原
泰
雄
に
お

い
て
も
、
や
は
り
憲
法
制
定
権
力
は
法
外
現
象
と
し
て
、
憲
法
学
の

本
来
的
な
考
察
対
象
か
ら
は
排
除
さ
れ
た
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
、

日
本
憲
法
学
に
と
っ
て
改
め
て
憲
法
制
定
権
力
を
憲
法
学
に
再
定
位

さ
せ
よ
う
と
す
る
リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
の
理
論
的
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
強
い

関
心
に
値
す
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
本
論
文
以
外
に
憲
法
学
の
見
地
か
ら
興
味
深
い
リ
ン
ダ
ー

ル
教
授
の
主
要
著
作
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

・Sovereignty and Representation in the European U
nion, in 

N
eil W

alker 

（ed.

）, Sovereignty in T
ransition 

（O
xford: H

art 
Publishing, 2003

）, 87‌

―114.

・H
ans Lindahl 

（ed.

）, A
 R

ight to Inclusion and E
xclusion? 

N
orm

ative Fault L
ines of the E

U

’s A
rea of Freedom

, 
Security and Justice （O

xford: H
art Publishers, 2009

）.

・Fault Lines of G
lobalization: Legal O

rder and the Politics of 
A

-Legality （O
xford: O

xford U
niversity Press, 2013

）

・Law
 as C

oncrete O
rder: Schm

itt and the Problem
 of 

Collective Freedom
, in D

avid D
yzenhaus and T

hom
as Poole 

（eds.

）, Law
, Liberty and the State: O

akeshott, H
ayek and 

Schm
itt on the R

ule of L
aw

 

（C
am

bridge: C
am

bridge 
U

niversity Press, 2015

）, 38‌

―64.

・C
onstituent Pow

er and the C
onstitution, in D

avid 
D

yzenhaus and M
alcolm

 T
horburn 

（eds.

）, P
hilosophical 

Foundations of C
onstitutional L

aw
 

（O
xford: O

xford 
U

niversity Press, 2016

）, 141

―160.

・A
uthority and the G

lobalisation of Inclusion and E
xclusion 

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2018

）　
〔
ス
ペ
イ
ン

語
訳
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
が
準
備
中
〕

（
1
）　cf. https://hanslindahl.org/

〔
最
終
確
認
二
〇
二
二
年
六
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月
一
日
〕

（
2
）　

本
解
題
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
、
近
藤
圭
介
氏
（
京
都
大
学
准

教
授
）
の
ご
教
示
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
記
し

て
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
3
）　

本
邦
訳
文
は
、
筆
者
が
二
〇
一
九
年
度
に
慶
應
義
塾
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
で
開
講
し
た
憲
法
特
殊
講
義
に
お
い
て
報
告
を
担

当
し
た
大
野
悠
介
氏
（
当
時
法
務
研
究
科
助
教
・
法
学
研
究
科
博

士
課
程
学
生
、
現
下
関
市
立
大
学
専
任
講
師
）
が
準
備
し
た
本
論

文
の
試
訳
を
原
型
と
し
、
後
日
大
野
氏
が
見
直
し
て
完
成
さ
せ
た

訳
文
に
筆
者
が
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
を
、
さ
ら
に
リ
ン
ダ
ー
ル

教
授
の
理
論
に
造
詣
の
深
い
近
藤
圭
介
氏
に
再
検
討
し
て
頂
く
と

い
う
経
緯
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
大
野
氏
の
リ
ン
ダ
ー

ル
教
授
に
つ
い
て
論
及
し
た
論
文
と
し
て
、
大
野
悠
介
「【l

’État

／l

’institution nationale

】
の
制
作
・
試
論
」『
法
学
政
治
学
論

究
』
一
二
一
号
〔
二
〇
一
九
年
〕
三
七
頁
以
下
、
同
「
国
家
の
変

動
」
と
い
う
問
題
と
〈
差
異
と
反
復
〉
の
位
相
―
リ
ン
ダ
ー
ル
・

オ
ー
リ
ウ
・
タ
ル
ド
の
可
能
性
―
」『
下
関
市
立
大
学
論
集
』
六
四

巻
二
号
〔
二
〇
二
〇
年
〕
四
九
頁
以
下
、
が
あ
る
。

（
4
）　

こ
の
部
分
の
叙
述
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
既
発
表
論
文
「
近
未

来
の
憲
法
理
論
を
考
え
る
」『
憲
法
理
論
の
再
創
造
』（
日
本
評
論

社
、
二
〇
一
一
年
）
九
六
頁
以
下
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）　

リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
の
別
稿
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
お
い
て
、
憲
法

制
定
権
者
た
る
人
民
と
実
際
に
そ
れ
を
担
当
す
る
者
の
間
を
、
よ

り
一
般
的
に
い
え
ば
、
憲
法
制
定
権
力
と
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
る
権
力
と
が
弁
証
法
的
に
媒
介
す
る
の
が
、
―
―
相
互
依
存
関

係
を
本
質
と
す
る
―
―
「
政
治
的
代
表
の
論
理
（the logic of 
political representation

）」
で
あ
る
。cf. H

ans Lindahl, 
Sovereignty and representation in the European U

nion, 
N

eil W
alker 

（ed.

）, Sovereignty in T
ransition 

（O
xford: 

H
art Publishing, 2003

）, p. 108.

（
6
）　

但
し
、
リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
の
憲
法
制
定
権
力
論
は
、
既
存
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
次
元
を
超
え
た
憲
法
制
定
権
力
弁
証
の
理
論
的
可
能

性
を
切
り
開
く
も
の
で
あ
る
が
、
理
論
自
身
は
こ
の
論
点
に
対
し

て
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
性
質
の
議
論
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
論

法
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
次
元
の
憲
法
制
定
権
力
論
刷
新
の
た
め
に

も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、M

artin Loughlin, 
Foundation of public law

, O
xford U

niversity Press, 2010, 
pp. 226

―228

は
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
リ
ン
ダ
ー
ル
教
授
の
議

論
に
つ
い
て
好
意
的
に
参
照
し
て
い
る
。

（
7
）　

参
照
、
山
元
一
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
世
界
と
憲
法
制
定
権
力

（
続
）」『
慶
應
法
学
』
三
九
号
〔
二
〇
一
八
年
〕
一
六
頁
以
下
。

�

（
山
元　

一
）
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※　
【　

】
は
原
文
の
お
お
よ
そ
の
頁
数
。〔　

〕
は
訳
注
、［　

］

は
原
注
。
傍
点
は
イ
タ
リ
ッ
ク
。

　
【
9
】
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（Carl Schm

itt

）
は
、
そ
の
著

書
『
憲
法
理
論
（V

erfassungslehre

）』
に
お
い
て
、
近
代
立
憲

主
義
国
家
は
、
相
異
な
る
そ
し
て
究
極
的
に
は
対
立
す
る
二
つ
の
要

素
―
―
す
な
わ
ち
、
政
治
活
動
の
シ
ス
テ
ム
と
個
人
を
保
護
す
る
と

い
う
視
点
か
ら
そ
の
政
治
活
動
に
課
さ
れ
る
一
連
の
法
的
制
限
―
―

か
ら
な
る
構
成
物
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
著
書
の
主
眼

―
―
そ
れ
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
に
対
す
る
憲
法
制

定
権
力
の
優
越
性
お
よ
び
法
の
支
配
に
対
す
る
民
主
政
の
優
越
性
を

回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
執
拗
な
主
張
で
あ
る
が
―
―
は
次
の
一
文
に

表
れ
て
い
る
。「
政
治
的
に
一
体
の
人
民
の
具
体
的
実
存
は
、
あ
ら

ゆ
る
規
範
（norm

）
に
優
先
す
る
」（（
（

。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
人
民
の
「
具

体
的
実
存
」
を
引
き
合
い
に
出
し
た
の
は
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン

（H
ans K

elsen

）
の
純
粋
法
学
が
最
も
強
力
に
主
張
し
て
い
る
憲

法
お
よ
び
立
憲
主
義
の
規
範
的
理
解
に
対
抗
し
て
論
争
を
引
き
起
こ

す
た
め
で
あ
っ
た
。
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
民
主
政
に
お
け
る
人
民

は
何
ら
〔
法
秩
序
に
〕
先
行
す
る
独
立
の
政
治
的
実
存
で
は
な
い
。

と
い
う
の
も
、
人
民
の
統
一
体
（unity

）
は
法
秩
序
の
統
一
性
に

過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
る
と
こ
ろ
、
ケ
ル
ゼ
ン

は
、
政
治
的
統
一
体
と
し
て
の
人
民
が
〔
法
秩
序
に
〕
先
行
し
て
実

存
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
法
制
定
権
力
を
憲
法

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
へ
と
、
政
治
を
法
へ
と
落
と
し
込
め

（collapse

）、
そ
う
し
て
法
秩
序
を
、
自
己
を
基
礎
づ
け
自
ら
に
奉

仕
し
自
ら
を
維
持
す
る
ル
ー
ル
の
体
系
へ
と
実
体
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
政
治
的
統
一
体
の
「
実
存
」
に
関
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
＝

シ
ュ
ミ
ッ
ト
間
の
討
論
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憲
法
制
定
権

力
と
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
と
の
関
係
が
生
み
出
す
存
在

論
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
存
在
論
的
な
探
求
は
二
つ
の
主
要
な
主

張
か
ら
な
る
。
一
つ
目
は
、
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
も

の
が
、
政
治
的
共
同
体
の
存
在
の
あ
り
方
の
問
題
に
と
っ
て
鍵
と
な

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
憲
法
制
定
権
力
の
行
使

が
政
治
体
の
自
己
0

0

構
成
（self-constitution

）
と
し
て
描
か
れ
る
や

否
や
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
私
は
、
ケ
ル

ゼ
ン
に
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
も
反
対
で
あ
り
、
自
己
構
成
で
い
う
と
こ

ろ
の
「
自
己
」
で
問
題
と
な
る
の
は
、
再
帰
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、

つ
ま
り
、
同
一
（sam

eness

）
と
い
う
意
味
で
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
は
対
置
さ
れ
る
、
集
団
的
自
己
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
二
つ
目
の
主
張
は
、
集
団
的
自
己
の
存

在
の
あ
り
方
が
非
常
に
両
義
的
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。【
10
】
実

際
、
集
団
の
自
己
構
成
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
集
団
的
自
己
に
よ
0

0
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組
織
化
と
集
団
自
身
を
対
象
と
す
る
そ
の
0

0

組
織
化
と
の
両
方
が
含

意
さ
れ
る
。
二
〇
〇
二
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
社

会
フ
ォ
ー
ラ
ム
（European Social Forum

）
に
お
い
て
こ
の
両

義
性
が
解
消
で
き
な
い
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
両
義
性
が
考
え
う
る
あ

ら
ゆ
る
政
治
的
共
同
体
に
現
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
私
の

課
題
は
、
自
己
構
成
の
両
義
的
状
態
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
集

団
的
自
己
の
存
在
論
を
説
明
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
点
か
ら
、
民

主
主
義
と
法
の
支
配
の
対
立
関
係
に
関
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
張
を

評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。

集
団
的
行
為
主
体
（collective agency

）
に
関
す

る
ケ
ル
ゼ
ン
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
―
―
概
念
上
の
行
き

詰
ま
り

　

ケ
ル
ゼ
ン
＝
シ
ュ
ミ
ッ
ト
論
争
は
、
集
団
の
存
在
論
に
関
す
る
問

い
の
全
範
囲
を
論
じ
尽
く
し
て
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
現
代

の
分
析
哲
学
に
お
け
る
集
団
的
志
向
性
（collective intentionality
）

に
関
す
る
研
究
は
、「
私
た
ち
―
意
図
（intentions

）」
を
「
私
―

意
図
」
に
還
元
で
き
な
い
と
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
探
究
の

一
般
的
な
方
向
性
に
対
し
て
決
定
的
な
寄
与
を
果
た
し
た
。
サ
ー
ル

（Searle

）
が
言
う
に
は
、「
集
団
の
意
図
的
活
動
（intentional 

behavior

）
は
始
源
的
な
（prim

itive

）
現
象
で
あ
っ
て
、
個
人

の
意
図
的
活
動
の
単
な
る
総
和
と
し
て
は
分
析
さ
れ
え
な
い
も
の
で

あ
る
」（（
（

。
こ
の
考
察
は
私
た
ち
の
テ
ー
マ
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
こ
と
は
、
憲
法
制
定
権
力
に
と
っ
て

適
切
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
概
念
は
一
人
称
複
数
の
視
点
か
ら
現
れ

る
し
か
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
集
団
の
自
己
統

治
は
、
規
範
の
生
成
に
行
動
に
お
け
る
統
一
体

0

0

0

（unity

）
と
し
て

「
私
た
ち
」
を
必
然
的
に
伴
う
こ
と
を
含
意
す
る
。
し
か
し
、
前
述

の
〔
サ
ー
ル
の
〕
研
究
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
行
使
に
は
集
団
的
行

為
主
体
と
し
て
の
「
私
た
ち
」
に
訴
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
正

し
く
も
強
調
す
る
一
方
で
、
逆
の
問
題
を
ほ
と
ん
ど
見
落
と
し
て
い

る
。
そ
の
問
題
と
は
つ
ま
り
、
憲
法
制
定
権
力
の
行
使
を
統
制
す
る

条
件
を
問
う
こ
と
な
く
し
て
、
集
団
的
行
為
主
体
と
し
て
「
私
た

ち
」
に
訴
え
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
ケ
ル
ゼ
ン
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
の
間
の
論
争

に
お
け
る
核
で
あ
り
、
こ
こ
で
私
が
関
心
を
向
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

憲
法
制
定
権
力
に
対
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
最
も
顕
著

な
特
徴
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
へ
の
問
い
を
介
し
て
、

こ
の
概
念
〔
憲
法
制
定
権
力
〕
に
間
接
的
に
対
峙
し
た
彼
の
決
断
に

あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
お
そ
ら
く
、『
純
粋
法
学
〔
第
二
版
〕』

に
お
け
る
次
の
一
節
に
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
行
動

主
体
（an acting subject

）
と
し
て
の
国
家
と
い
う
考
え
方
を
紹
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介
し
て
い
る
。

国
家
が
、
行
動
主
体
と
し
て
「
国
家
が
あ
れ
を
し
た
」「
こ
れ
を
し
た
」

と
い
う
よ
う
に
言
わ
れ
る
場
合
、
特
定
の
人
間
が
行
っ
た
行
動
が
国
家

に
帰
さ
れ
、
そ
の
行
動
が
国
家
行
為
・
国
家
活
動
と
性
格
づ
け
ら
れ
る

基
準
は
何
か
、
そ
の
行
為
を
為
す
人
間
が
国
家
機
関
と
看
做
さ
れ
る
の

は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
が
起
る（（
（

。

　

実
際
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
法
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
集
団
の
行
為
―
―

例
え
ば
規
範
形
成
と
い
う
広
い
意
味
で
の
法
制
定
行
為

（legislation

）
―
―
と
い
う
も
の
は
、
公
務
員
の
行
為
に
よ
っ
て
理

解
す
る
し
か
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。【
11
】
ケ
ル
ゼ
ン
が
正
し
く

主
張
す
る
よ
う
に
、
法
的
に
見
る
限
り
、
集
団
的
行
為
主
体
は
、
憲

法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
、
つ
ま
り
法
に
合
致
し
て
行
使
さ
れ

る
権
力
と
し
て
の
み
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
あ
る

個
人
の
行
為
を
集
団
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

（Zuschreibung

）
で
あ

る
。「
行
動
す
る
人
格
と
し
て
の
国
家
と
い
う
問
題
は
帰
属
の
問
題

で
あ
る
」（（
（

。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
帰
属
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
を
代
表
0

0

と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
実
際
、
帰
属
と
い
う
も
の
は
、
代
表
の
構
造
を
有
し
て
い
る
。

「
機
関
の
本
質
は
、
そ
れ
が
国
家
を
『
代
表
』
す
る
こ
と
で
あ
る
」（（
（

。

こ
の
〔
代
表
に
付
さ
れ
た
〕
カ
ッ
コ
は
、
公
務
員
の
行
為
を
代
表
行

為
と
認
定
す
る
こ
と
が
果
た
し
て
適
切
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
、
こ

の
概
念
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
の
疑
念
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
〔
代
表
と
い
う
〕
概
念
を
議
会
の
代
表
と
い
う
伝
統
的
な
領

域
を
超
え
て
広
げ
た
い
と
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
意
向
の
表
れ
で
あ
る
。

あ
る
行
為
を
国
家
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
公
務
員
の

行
為
が
集
団
の
行
為
を
表
現
す
る

0

0

0

0

（stand for

）、
と
主
張
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

代
表
は
、
法
制
定
行
為
の
第
二
の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
授
権
0

0

と
密

接
な
関
係
に
あ
る
。
規
範
形
成
行
為
を
国
家
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
は
、
よ
り
高
位
の
規
範
に
よ
っ
て
そ
の
行
為
の
権
限
が
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
帰
属
は
遡
行
的
な

（regressive

）
構
造
を
有
す
る
。
つ
ま
り
、
規
範
形
成
行
為
か
ら

そ
れ
に
権
限
を
付
与
す
る
規
範
へ
〔
さ
ら
に
そ
の
権
限
を
付
与
す
る

規
範
へ
〕
繰
り
返
し
遡
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
決
定
的
な
こ
と
は
、

こ
の
遡
行
は
無
限
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
授
権
関
係
は
、

あ
る
会
議
体
や
あ
る
個
人
が
制
定
す
る
「
始
源
的
憲
法
（first 

constitution

）」
に
ま
で
遡
る
。
し
か
し
、
始
源
的
憲
法
の
制
定
者

は
、
実
定
法
法
規
範
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
権
限
を
付
与
さ
れ
え

な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
歴
史
的
に
最
初
に
存
在
す
る
始
源
的
憲
法



憲法制定権力と再帰的アイデンティティ

93

に
お
い
て
言
及
さ
れ
た
会
議
体
は
、
こ
の
憲
法
を
採
択
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
―
―
こ
の
憲
法
に
従
っ
て
―
―
こ
の
憲
法
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
た
憲
法
制
定
国
民
議
会
と
し
て
自
ら
を
創
設
す
る
の
で
あ
る
」。

彼
〔
ケ
ル
ゼ
ン
〕
は
た
だ
ち
に
付
け
足
す
の
だ
が
、
こ
れ
は
「
当
該

機
関
の
自
己
創
設
」、
つ
ま
り
「
自
己
授
権
」
に
等
し
い（（
（

。
ケ
ル
ゼ

ン
も
認
め
る
よ
う
に
、
自
己
授
権
と
い
う
言
葉
は
矛
盾
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
彼
の
分
析
は
法
の
中
核
に
あ
る
次
の
よ
う
な
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。
法
制
定
行
為
が
最
も
強
力
に
現
れ
る

の
は
憲
法
制
定
権
力
の
行
使
、
つ
ま
り
授
権
さ
れ
る
こ
と
な
く
始
源

的
憲
法
を
創
設
す
る
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
は
権
力
と
い
う
も

の
を
法
的
権
力
と
し
て
し
か
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、

法
秩
序
を
創
始
で
き
る
の
は
、
授
権
さ
れ
た
行
為
つ
ま
り
憲
法
に

よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
の
行
使
と
し
て
遡
及
的
に

0

0

0

0

（retroactively

）

解
釈
さ
れ
た
場
合
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
根
本
規
範
（G

rundnorm

）

に
託
さ
れ
た
役
割
で
あ
る（（
（

。

　

こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
私
た
ち
は
さ
ら
な
る
関
心
に
向

か
う
こ
と
に
な
る
。
さ
し
あ
た
り
私
は
、
純
粋
法
学
が
集
団
的
行
為

主
体
と
い
う
概
念
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ケ
ル
ゼ
ン
に
つ
い
て
の
私
の
議
論
を
終
え
よ
う
。
憲

法
制
定
権
力
に
対
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
間
接
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

「
私
た
ち
」
を
法
秩
序
の
主
体
と
し
て
仮
定
す
る
こ
と
を
避
け
た
い

と
い
う
彼
の
欲
求
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
を
支
え
る
た
め
に

ケ
ル
ゼ
ン
が
引
き
合
い
に
出
す
認
識
論
上
の
論
拠
を
こ
こ
で
議
論
す

る
と
、
あ
ま
り
に
も
本
題
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
。【
12
】
私
た
ち
の

テ
ー
マ
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
の
は
、
彼
が
そ
れ
を
支
え
る
た
め
に

ま
と
め
た
政
治
〔
学
〕
的
論
拠
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
主
張
す

る
。
も
し
民
主
政
が
「
統
治
者
と
被
治
者
、
支
配
の
主
体
と
客
体
の

同
一
性
」（（
（

だ
と
し
た
ら
、
統
治
主
体
0

0

た
る
人
民
の
統
一
体
と
い
う
の

が
民
主
政
に
必
要
な
前
提
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
ざ
っ
と
概
観
し
た
だ
け
で
も
、
主
張
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
集
団

的
主
体
（collective subject

）
と
い
う
統
一
体
は
大
き
な
問
題
を

孕
ん
で
い
る
、
と
。「
そ
の
統
一
体
は
、
民
族
的
・
宗
教
的
・
経
済

的
対
立
に
よ
っ
て
引
き
裂
か
れ
て
お
り
、
社
会
学
的
に
は
、
均
質
の

固
形
凝
集
体
（A

ggregatzustand

）
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
諸
集

団
の
束
で
あ
る
」（（
（

。
し
た
が
っ
て
、「
こ
れ
を
統
一
体
と
呼
び
得
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
規
範
的

0

0

0

意
味
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
…
…
〔
そ

の
統
一
体
と
は
、〕
規
範
服
従
者
た
ち
の
行
動
を
規
律
の
対
象
と
す

る
国
家
法
秩
序
の
統
一
性
〔
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
〕。」（（1
（

。

　

こ
の
理
由
付
け
の
道
筋
は
、
ど
ん
な
に
利
点
が
あ
ろ
う
と
も
深
刻

な
欠
点
が
あ
る
。〔
そ
の
欠
点
と
は
〕
も
し
私
た
ち
が
、
行
為
に
お

け
る
統
一
体
と
し
て
の
集
団
的
主
体
と
い
う
考
え
を
放
棄
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
私
た
ち
は
同
様
に
、
法
制
定
行
為
を
主
体
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に
帰
属
さ
せ

0

0

0

0

（attributed

）
う
る
の
だ
と
い
う
主
張
も
放
棄
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
と
い
う
こ
と
で
あ
る
〕。
こ
の
窮
地
に
対
す
る

ケ
ル
ゼ
ン
の
回
答
は
大
胆
で
あ
る
。
帰
属
と
は
、
あ
る
行
為
を
法
秩

序
に
単
に
関
係
づ
け
る
（reference

）
こ
と
に
過
ぎ
な
い
〔
と
い

う
の
で
あ
る
〕。「
あ
る
特
定
の
人
間
の
活
動
が
法
秩
序
の
定
め
に
し

た
が
っ
て
国
家
人
格
に
帰
属
さ
れ
る
と
は
、
こ
の
活
動
を
規
律
す
る

法
秩
序
の
統
一
性
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
」（（1
（

。
こ
う
し
て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
実
際
に
、
集
団
の
主
体
性

（collective subjeotivity
）
を
法
秩
序
自
体
へ
と
落
と
し
込
む
の

で
あ
る
。
法
秩
序
が
自
ら
を
超
え
た
帰
属
関
係
の
終
着
点
に
関
係
づ

け
ら
れ
る
可
能
性
を
閉
ざ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
残
さ
れ
た
選
択
肢
は
、

法
秩
序
を
帰
属
関
係
の
終
着
点
と
す
る
こ
と
だ
け
と
な
る
。
こ
の
結

果
、
法
に
お
い
て
帰
属
0

0

（attribution

）
を
語
る
意
味
が
な
く
な
り
、

〔
そ
れ
を
〕
理
論
的
な
探
究
か
ら
完
全
に
放
逐
し
て
も
、
何
ら
説
明

力
を
損
な
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
厳
密
に
言
え

ば
、
規
範
が
帰
属
す
る
主
体
0

0

な
く
し
て
は
、
帰
属
と
い
う
も
の
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
さ
ら
に
徹
底
し

て
、
授
権
と
代
表
と
い
う
関
連
し
た
概
念
を
も
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
実
体
論
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
自

己
を
基
礎
づ
け
自
ら
を
奉
仕
し
自
ら
を
維
持
す
る
規
範
の
シ
ス
テ
ム

を
法
か
ら
作
る
こ
と
で
、
法
秩
序
を
実
体
化
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

少
な
く
と
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
反
論
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ケ
ル
ゼ
ン
と
論
争
す
る
中
で
、
あ
る
憲
法

（constitution

）
に
つ
い
て
一
貫
し
た
規
範
的
な
説
明
が
で
き
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
憲
法
の
妥
当
性
を
一
連
の
実
体
的
な

0

0

0

0

淵
源

（principles

）
か
ら
引
き
出
す
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
、
と
指
摘
す
る
。

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
自
然
法
理
論
に
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
選
択
肢
を
禁
じ
る
な
ら
ば
―
―
事
実
、
ケ
ル
ゼ
ン
自
身
は
そ
れ

を
退
け
た
の
だ
が
―
―
、
残
さ
れ
る
の
は
憲
法
に
つ
い
て
の
実
定
的

（positive

）
な
説
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
「
実
定
的
」

と
は
、
憲
法
が
あ
る
政
治
的
主
体
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

（posited

）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
憲
法
が
妥
当
す
る
の
は
、
そ

れ
が
憲
法
制
定
権
力
か
ら
発
し
…
…
（
こ
の
権
力
の
）
意
思
に
よ
っ

て
定
立
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」（（1
（

。
憲
法
制
定
権
力
を
憲
法
の
主
体
で

あ
る
と
主
張
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
狙
い
は
、
閉
鎖
的
な
、
純
粋
に
規

範
的
な
憲
法
シ
ス
テ
ム
の
〔
成
立
〕
可
能
性
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。「
法
秩
序
と
い
う
概
念
は
、
二
つ
の
全
く
異
な
る
要
素
を
包

含
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
と
い
う
規
範
的
な
要
素
と
、
具
体
的

秩
序
と
い
う
存
在
的
（seinsm

äßige

）
な
要
素
で
あ
る
。
統
一
と

秩
序
は
国
家
の
政
治
的
実
存
に
存
し
、
法
律
・
規
則
そ
の
他
何
ら
か

の
規
範
的
な
る
も
の
に
存
す
る
の
で
は
な
い
」（（1
（

。
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【
13
】
こ
の
考
察
は
、
憲
法
制
定
（constitution-m

aking

）
に

つ
い
て
の
ケ
ル
ゼ
ン
の
規
範
的
な
説
明
（norm

ative account

）

に
対
す
る
い
く
つ
か
の
反
論
に
つ
な
が
る
。
第
一
に
そ
れ
は
、
憲
法

理
論
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
集
団
的
行
為
主
体
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

関
わ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
が
、
最
終
的
な
帰
属
点
と
し
て
集
団
的
行
為
主

体
性
へ
遡
行
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の
に
対
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、

行
為
主
体
（agency

）
は
始
ま
り

0

0

0

（beginning

）、
つ
ま
り
先
導
的

ま
た
は
創
始
的
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が

指
摘
す
る
に
は
、
憲
法
を
集
団
的
行
為
者
（collective agent

）

へ
と
帰
属
さ
せ
る
遡
行
的
な
作
用
（operation

）
が
意
味
を
有
す

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
憲
法
が
、
強
い
意
味
で
の
行
為
主
体
の
表
出

（m
anifestation

）、
つ
ま
り
法
秩
序
を
創
始
す
る
憲
法
制
定
権
力

の
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。「
実
定
的
意
味
に
お

け
る
憲
法
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
行
為

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
よ
っ
て
成
立
す
る
」（（1
（

。
第

二
に
そ
れ
は
、
授
権
の
本
質
に
関
わ
る
。
帰
属
に
関
す
る
ケ
ル
ゼ
ン

の
議
論
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
か
ら
憲
法
制
定
権
力

へ
と
〔
視
線
を
〕
移
動
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

こ
の
順
序
を
逆
転
し
、
憲
法
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
権
力
が
法
的
に

い
か
な
る
意
味
を
も
つ
と
し
て
も
、
憲
法
制
定
権
力
の
行
為
が
そ
の

不
可
欠
の
前
提
と
な
る
と
主
張
し
た
。「
憲
法
制
定
権
力
は
…
…
他

の
一
切
の
『
諸
権
力
』
と
『
権
力
分
立
』
の
包
括
的
基
礎
で
あ
る
」（（1
（

。

第
三
に
そ
の
反
論
は
、
政
治
的
主
体
性
に
必
要
な
前
提
と
し
て
何
が

含
ま
れ
る
の
か
、
を
説
明
す
る
。〔
具
体
的
に
は
、〕
あ
る
集
団
に
憲

法
を
帰
属
さ
せ
る
た
め
に
は
、
集
団
が
自
己

0

0

統
治
（self-rules

）
し

て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
憲
法
の
制
定
と
い
う
も
の
は
、「
政

治
的
統
一
体
が
、
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
を
通
し
て
、
自
ら
0

0

下
し
、

自
分
自
身
に
与
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

意
識
的
な
決
定
で
あ
る
」（（1
（

。
第
四
に
、
ケ
ル
ゼ

ン
が
集
団
行
為
者
性
に
と
っ
て
代
表
と
い
う
考
え
方
が
果
た
す
中
心

的
な
役
割
を
強
調
し
た
の
に
対
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
た
と
え
現

実
の
政
治
的
共
同
体
が
な
ん
ら
か
の
代
表
形
態
な
く
し
て
あ
り
え
な

い
と
し
て
も
、
代
表
は
政
治
体
が
自
ら
を
民
主
的
に
形
成
し
て
い
く

こ
と
（self-constitution

）
と
相
容
れ
な
い
、
と
反
論
し
て
い
る
。

実
際
、
人
民
は
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
に
よ
っ
て
代
表
さ

れ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
人
民
は
、
憲
法
制
定
権
力
を
行
使
す
る
際

に
は
、
直
ち
に
そ
の
姿
を
現
す

0

0

0

0

0

0

（im
m

ediately present to itself

）。

「
代
表
の
思
想
は
、
現
存
す
る
人
民
の
政
治
的
統
一
体
と
し
て
の
自

己
自
身
と
の
同
一
性
と
い
う
民
主
政
の
原
理
に
矛
盾
す
る
」（（1
（

。
第
五

に
、
そ
し
て
最
後
に
、
も
し
、
民
主
的
な
自
己
統
治
が
「
治
者
と
被

治
者
の
同
一
性
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
被
治
者
と
治
者
と
が

同
じ
0

0

（the sam
e

）
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
人
民
は
自
ら
と
同
一
で

あ
る
（identical
（
（1
（

）。
し
か
し
な
が
ら
、
民
主
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
い
う
の
は
、「
人
間
で
あ
る
」
点
で
同
じ
で
あ
る
と
い
う
場
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合
の
よ
う
な
、
同
じ
で
あ
る
こ
と
（sam

eness

）
と
い
う
抽
象
的

概
念
と
は
無
縁
で
あ
る
。
市
民
性
（citizenship

）
に
含
意
さ
れ
て

い
る
政
治
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
と
は
、
常
に
具
体
的
ま
た
は
実
質

的
平
等
（G

leichartigkeit

）
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
肉
体
的
な
い
し
精
神
的
な
特
質
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
を
守
る
こ
と
こ
そ
が
憲
法
の
任
務
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
実
際

シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
主
張
す
る
に
は
、
憲
法
の
政
治
的
概
念
は
、
時
間
的

に
も
概
念
的
に
も
そ
の
法
的
概
念
に
先
立
つ
。
法
的
意
味
で
の
憲
法

（constitution

）
を
「
持
つ
」
こ
と
に
先
立
っ
て
、
国
家
（state

）

が
憲
法
（constitution

）
で
あ
り

0

0

0

（is
）、
一
つ
の
状
態
0

0

（status

）、

つ
ま
り
「
政
治
的
統
一
と
社
会
的
秩
序
と
が
織
り
な
す
具
体
的
な
全

体
的
状
態
［G

esam
tzustand

］」（（1
（

な
の
で
あ
る
。
根
本
規
範
で
は

な
く
こ
の
存
在
の
状
態
が
、
憲
法
の
妥
当
性
の
根
拠
で
あ
る
。

　
【
14
】
こ
の
最
後
の
反
論
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
明
確
な
異
論
へ

と
立
ち
戻
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を

ほ
の
め
か
し
つ
つ
、
民
主
政
は
集
合
状
態
（A

ggregatzustand
）

に
あ
る
人
民
が
主
体
た
り
う
る
統
一
体
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
、
と
決
め
て
か
か
る
こ
と
を
精
力
的
に
拒
否
す
る
か
ら

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ケ
ル
ゼ
ン
＝
シ
ュ
ミ
ッ
ト
論
争
に
お
い
て
、
私

た
ち
は
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
も
し
ケ
ル
ゼ
ン
を
支
持

す
る
な
ら
、
集
団
的
行
為
主
体
と
い
う
強
力
な
概
念
―
―
憲
法
制
定

権
力
と
し
て
行
為
す
る
「
私
た
ち
」
と
い
う
一
人
称
複
数
の
視
点

―
―
が
民
主
的
な
憲
法
制
定
理
論
か
ら
は
無
視
さ
れ
る
。
こ
の
方
向

は
ケ
ル
ゼ
ン
を
サ
ー
ル
の
次
の
よ
う
な
反
論
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、
自
己
統
治
に
お
け
る
自
己
は
「
私
た
ち
」
に
結
び
つ
い
て

い
る
の
で
あ
り
、「
私
」
ま
た
は
「
複
数
の
私
」
の
集
合
に
は
還
元

で
き
な
い
は
ず
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
支

持
す
る
な
ら
、
一
人
称
複
数
の
視
点
は
、
政
治
体
の
構
成
員
相
互
の

実
質
的
平
等
と
同
義
の
も
の
へ
と
変
容
す
る
。
し
か
し
、
ケ
ル
ゼ
ン

が
正
当
に
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
政
治
体
の
構
成
員
ら
を
ひ
と
つ
の

政
治
的
統
一
体
と
し
て
明
瞭
か
つ
異
論
な
く
定
義
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
、
何
ら
か
の
精
神
的
な
い
し
そ
れ
以
外
の
特
質
を
同
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
か
な
り
疑
わ
し
い
。
し
た
が
っ
て
、

ケ
ル
ゼ
ン
で
あ
ろ
う
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
と
、
憲
法
制
定
行
為

（constituent action

）
に
お
け
る
統
一
体
た
る
「
私
た
ち
」
と
い

う
一
人
称
複
数
の
立
ち
位
置
を
説
明
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

集
団
の
自
己
統
治
と
い
う
言
葉
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
、
政
治
体
の
存

在
の
あ
り
方
に
関
す
る
問
題
に
、
彼
ら
は
適
切
に
取
り
組
め
て
い
な

い
。
そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
い
か
に
し
て
こ
の
袋
小
路
を
脱
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
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同
じ
で
あ
る
こ
と
（sam

eness

）
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
、
自
分
ら
し
さ
（selfhood

）
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　

ケ
ル
ゼ
ン
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
そ
の
鋭
い
対
立
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
政
治
的
自
己
統
治
に
含
意
さ
れ
て
い
る
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
概
念
に
つ
い
て
共
通
の
理
解
を
有
し
て
い
る
。
両
者

と
も
に
、
自
己
統
治
の
「
自
己
」
を
、
統
治
者
と
被
統
治
者
と
が
同0

じ
で
あ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

（the sam
e

）
と
い
う
意
味
で
解
し
て
い
る
。
ヴ
ァ

ン
・
ル
ー
ル
モ
ン
ト
（van Roerm

und
）
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、

ケ
ル
ゼ
ン
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
同
一
指
示

的
な
（co-referential

）」
解
釈
に
同
意
し
て
い
る（（2
（

。
し
か
し
な
が

ら
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
同
一
指
示
的
な
解

釈
は
還
元
論
的
で
あ
る
。
実
際
、
ポ
ー
ル
・
リ
ク
ー
ル
（Paul 

Ricœ
ur

）
は
、
相
異
な
る
が
相
互
に
関
連
す
る
二
つ
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
概
念
を
示
し
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
言
葉
で
言
え
ば
「
同
一

と
し
て
の
自
己
同
一
性
」
と
「
自
己
と
し
て
の
自
己
同
一
性
」、
す

な
わ
ち
同
じ
で
あ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

（sam
eness

）
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
自
分
ら
し
さ

0

0

0

0

0

（selfhood

）
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
で
あ
る（（2
（

。
こ
れ
ら
二
つ
の
形
態
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
二

つ
の
異
な
る
種
類
の
問
い
に
呼
応
す
る
（reverberate

）。
そ
れ
は
、

ア
レ
ン
ト
（A

rendt

）
が
私
た
ち
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
よ
う
に
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（A

ugustine

）
に
よ
っ
て
既
に
定
式
化
さ
れ

て
い
た
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、idem

-identity

は
「
私
は
何

か
？
」
と
い
う
問
い
を
引
き
起
こ
し
、ipse-identity

は
「
私
は
誰

か
？
」
と
い
う
問
い
を
引
き
起
こ
す（（2
（

。【
15
】
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
相

違
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
基
礎
的
存
在
論
（Fundam

ental 
O

ntology

）」
の
土
台
で
あ
る
。「
存
在
者
は
『
誰
（
実
存
）』
か
、

も
し
く
は
『
何
（
広
い
意
味
で
の
客
観
的
現
前
）』
か
で
あ
る
」（（2
（

。
モ

ノ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
そ
れ
が
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
確
立

さ
れ
る
し
か
な
い
一
方
で
、
人
間
存
在
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
再

帰
的
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
人
間
存
在
は
行
為
す
る
者

と
し
て
自
ら
に
関
係
づ
け
ら
れ
、
ま
た
究
極
的
に
は
そ
の
行
為
に
か

か
わ
る
自
分
自
身
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
（being relates to itself

）

と
い
う
意
味
で
、
再
帰
的
な
の
で
あ
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
こ

の
再
帰
的
形
態
は
、『
存
在
と
時
間
』
の
巻
頭
に
お
い
て
現
存
在

（D
asein

）
に
対
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
行
っ
た
予
備
的
な
性
格
づ
け

に
現
れ
て
い
る
。「
現
存
在
は
、
…
…
お
の
れ
の
存
在
に
お
い
て
こ

の
存
在
そ
の
も
の
に
関
わ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

存
在
的
に
殊
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
現
存
在
の

存
在
構
成
に
は
、
そ
れ
が
お
の
れ
の
存
在
に
お
い
て
そ
の
存
在
へ
む
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か
っ
て
、
あ
る
存
在
関
係
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
属
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
」（（2
（

。
重
要
な
こ
と
は
、
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
異

な
っ
て
い
る
こ
と
（difference

）
と
対
置
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

自
己
〔
自
分
ら
し
さ
〕
は
、
他
者
（the other

）
と
対
置
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、〔
後
に
〕
私
た
ち
が
見
る
よ
う
に
、

そ
れ
〔
自
分
ら
し
さ
〕
は
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
異
質
さ
（alien

）

ま
た
は
奇
妙
さ
（strange

）
に
対
置
さ
れ
る
。

　

リ
ク
ー
ル
の
分
析
は
主
と
し
て
個
人
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
、

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
問
題
は
一
人
称
複
数
に
お
い
て
も
「
私
た
ち

は
何
か
？
」「
私
た
ち
は
誰
か
？
」
と
い
う
形
で
同
様
に
生
じ
る
こ

と
を
、
リ
ク
ー
ル
は
認
め
て
い
る
。
集
団
的
志
向
性
に
つ
い
て
の
現

代
の
研
究
、
特
に
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ラ
ッ
ト
マ
ン
（M

ichael 
Bratm

an

）
の
そ
れ
は
、
集
団
に
関
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ

い
て
の
こ
れ
ら
二
つ
の
異
な
る
形
態
を
理
解
す
る
の
に
役
に
立
つ
。

ブ
ラ
ッ
ト
マ
ン
の
関
心
は
、
諸
個
人
が
「
一
緒
に
（together

）」

行
為
す
る
と
観
念
さ
れ
る
と
き
に
含
意
し
て
い
る
統
一
0

0

（unity
）

の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
要
約
す
る
と
、
彼
は
次

の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。「
共
有
さ
れ
た
意
図
的
活
動

（intentional activity

）」
は
相
互
作
用
（reciprocity

）
を
引
き

起
こ
す
。
意
図
の
相
互
作
用
と
い
う
の
は
、
私
の
行
為
へ
の
意
図
が

相
手
の
そ
れ
に
よ
っ
て
相
互
に
定
ま
り
（co-determ

ined

）
逆
も

ま
た
然
り
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
私
た
ち
が
こ
の
こ
と
を
互
い
に

知
っ
て
い
る
こ
と
が
成
立
す
る
場
合
に
存
す
る
。
そ
の
相
互
作
用
は
、

共
有
さ
れ
た
活
動
を
生
み
出
す
た
め
に
私
た
ち
諸
個
人
の
行
為
を
調

和
さ
せ
る（（2
（

。
そ
の
集
団
が
何0

（w
hat

）
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

そ
の
集
団
は
何0

に
つ
い
て
の
も
の
な
の
か
を
定
め
る
目
的
や
利
益
は
、

相
互
行
為
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
集
団
は
、
こ
の
目
的
ま
た
は
利

益
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
過
程
に
お
い
て
そ
の
構
成
員
た
ち
が
何

を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
理
解
し
直
す
こ
と
に
応
じ
て
、
自
己
を

「
同
じ
も
の
」
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
、
ま
た
は
「
異
な
る
も
の
」

に
な
っ
た
と
、
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ラ
ッ
ト

マ
ン
自
身
は
こ
の
言
葉
を
用
い
な
い
が
、
集
団
の
行
為
者
性
は

idem
-identity

の
形
態
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
重
要
な
こ
と
は
、

彼
は
共
有
さ
れ
た
意
図
的
行
為
と
共
有
さ
れ
た
協
力
的
行
為

（cooperative activitiy

）
と
を
区
別
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
後
者
は
集
団
の
目
的
ま
た
は
利
益
の
実
現
に
お
い
て
強
制
を

排
除
す
る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
、
法
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
排
除
は
し
な
い
。
強
制
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
さ
ら
に
言

え
ば
（a fortiori

）、
た
と
え
国
民
内
で
の
紛
争
や
宗
教
的
経
済
的

紛
争
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
集
団
的
志

向
性
は
排
除
さ
れ
な
い（（2
（

。
こ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
ブ
ラ
ッ
ト
マ
ン
の

考
察
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
、
社
会
学
的
事
実
の
問
題
と
し
て
は
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法
秩
序
の
主
体
た
る
人
民
概
念
に
何
の
意
味
も
な
い
と
い
う
、
ケ
ル

ゼ
ン
の
主
張
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
私
た
ち
」
と
い
う
一
人
称
複
数
の
視
点
に
よ
っ
て
、
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
第
二
の
形
態
、
つ
ま
り
自
己
性
（ipseity

）
ま
た
は
集

団
的
自
己
が
も
た
ら
さ
れ
る
。【
16
】
ヴ
ァ
ン
＝
ル
ー
ル
モ
ン
ト
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
共
有
さ
れ
た
意
図
的
行
為
は
以
下
の
二
重
の
意

味
に
お
い
て
再
帰
的
で
あ
る
。
第
一
に
、
集
団
の
構
成
員
ら
は
自
分

自
身
を
（
し
た
が
っ
て
、
自
分
自
身
が
意
図
の
対
象
な
の
だ
が
）
集

団
的
に
行
為
し
よ
う
と
意
図
す
る
統
一
体
、
つ
ま
り
あ
る
行
為
を
遂

行
す
る
集
団
的
主
体
と
し
て
見
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ

る
。
第
二
に
、
そ
の
行
為
は
集
団
の
利
益
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

理
解
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
集
団
は
行
為

の
主
体
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
行
為
に
お
い
て
優
先
的
な
利
益

を
有
し
て
い
る
と
主
張
す
る
集
団
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、

行
為
の
客
体
で
も
あ
る（（2
（

。
こ
の
再
帰
性
の
二
重
の
意
味
は
、「
外
来

の
（alien

）」
憲
法
―
―
人
民
に
対
し
て
押
し
付
け
ら
れ
た
憲
法

―
―
と
は
対
照
的
な
、
人
民
「
自
身
の
」
憲
法
に
お
い
て
表
面
化
す

る
。
こ
の
「
私
た
ち
の
も
の
で
あ
る
こ
と
（ow

nership

）」
と
い

う
概
念
は
法
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

れ
は
完
全
に
政
治
的
で
あ
り
、
集
団
の
自
己
0

0

構
成
（self-

constitution

）
に
関
わ
る
再
帰
性
を
表
し
て
い
る（（2
（

。

　

こ
れ
ら
の
考
察
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
と
は
反
対
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
張

を
正
当
化
す
る
。
つ
ま
り
、
集
団
の
自
己
統
治
は
個
人
の
自
己
統
治

に
還
元
で
き
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
憲
法
制
定
行
為
の
主
体
と

し
て
の
「
私
た
ち
」
と
い
う
一
人
称
複
数
の
視
点
に
含
ま
れ
て
い
る

政
治
的
統
一
体
な
く
し
て
法
秩
序
の
統
一
は
意
味
を
な
さ
な
い
、
と

い
う
主
張
を
正
当
化
す
る
。
さ
ら
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
ケ
ル
ゼ
ン
に

対
し
て
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。
そ
の
反
論
と

は
、
集
団
へ
の
法
制
定
行
為
の
帰
属
は
何
よ
り
も
ま
ず
自
己
0

0

帰
属

（self-attribution

）、
つ
ま
り
そ
れ
に
よ
っ
て
共
同
体
の
構
成
員
が

法
制
定
行
為
を
自
分
自
身
の
（
共
同
）
行
為
で
あ
る
と
見
る
行
為
で

あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
正
当
に
も
主
張
す
る

よ
う
に
、
私
た
ち
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
他
者
の
も
の
で
あ
る
こ
と

（the alien

）
と
の
区
別
が
集
団
の
区
別
と
し
て
機
能
し
な
い
限
り
、

す
な
わ
ち
集
団
の
構
成
員
が
規
範
と
権
限
と
を
自
ら
の
も
の
で
あ
る

―
―
ま
た
は
他
者
の
も
の
で
あ
る
―
―
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
限

り
、
授
権
と
帰
属
は
「
そ
の
意
味
を
法
的
に
も
政
治
的
に
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
直
ち

に
失
っ
て
し
ま
う
。
最
後
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
正
当
に
主
張
す
る
よ

う
に
、（
憲
法
制
定
）
行
為
に
お
け
る
統
一
体
と
し
て
の
集
団
の
一

人
称
複
数
の
視
点
は
、
何
が
相
関
性
と
相
互
性
を
有
す
る
共
同
体
の

構
成
員
を
結
合
さ
せ
る
の
か
に
つ
い
て
の
決
定
を
伴
う
と
い
う
意
味

に
お
い
て
、
具
体
的

0

0

0

で
あ
る
。
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最
後
の
考
察
は
ま
た
、
集
団
的
行
為
主
体
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ミ
ッ

ト
の
見
解
が
崩
れ
る
地
点
を
示
す
。
自
己
（selfhood

）
は
、
同
じ

で
あ
る
こ
と
（sam

eness

）
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
具
体
的
で
あ

る
が
、
自
己
を
多
く
の
性
質
や
属
性
の
担
い
手
（T

räger

）
と
し

て
機
能
す
る
ひ
と
つ
の
実
体
（a substance

）
へ
と
落
と
し
込
む

こ
と
は
で
き
な
い
。
次
の
一
節
は
、
著
し
く
明
確
に
こ
の
決
定
的
な

存
在
的
区
別
の
消
失
（effacem

ent

）
を
描
い
て
い
る
。「
あ
ら
ゆ

る
存
在
は
、
具
体
的
で
明
確
な
性
質
を
帯
び
て
い
る
の
で
、
各
々
の

具
体
的
な
政
治
的
実
存
に
は
何
ら
か
の
憲
法
が
具
わ
っ
て
い
る
」（（2
（

。

し
た
が
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
体
の
自
己
構
成
（self-

constitution

）
へ
の
言
及
は
集
団
的
自
己
の
存
在
論
へ
の
方
向
性

を
指
し
示
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
憲
法
制
定
権
力
に
つ
い
て
の
彼

の
理
論
は
諸
実
体
（substances

）
の
存
在
論
を
賞
賛
す
る
も
の
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
デ
カ
ル
ト
と
の
類
似
点
は
明
白
で
あ
る
。

〔
ハ
イ
デ
ガ
ー
（H

eidegger

）
に
よ
れ
ば
、〕

デ
カ
ル
ト
は
彼
の
『
省
察
』
の
基
本
的
考
察
を
遂
行
し
て
ゆ
く
に
あ

た
っ
て
、fundam

entum
 inconcussum

（
彼
が
ゆ
る
ぎ
な
い
基
礎
）

と
見
立
て
た
存
在
者
に
中
世
的
存
在
論
を
転
用
す
る
と
い
う
行
き
方
を

と
っ
て
い
る
。res cogitans

は
、
存
在
論
的
に
はens

（
存
在
者
）

と
し
て
規
定
さ
れ
、
そ
し
てens

の
存
在
意
味
は
、
中
世
的
存
在
論
に

と
っ
て
は
、ens

をens creatum

（
被
造
物
）
と
し
て
受
け
取
る
理

解
様
式
の
な
か
で
固
定
さ
れ
て
い
た
。ens infinitum

（
無
限
な
る
存

在
者
）
と
し
て
の
神
は
、ens increatum

（
非
＝
被
造
物
）
で
あ
る

と
さ
れ
る（（3
（

。

 

【
17
】
こ
の
類
似
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
近
代

国
家
論
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
た
中
心
的
概
念
は
神
学
的
概
念
を
世

俗
化
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
有
名
な
見
解
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
創
造
さ
れ
る
も
の

（ens creatum

）
と
創
造
さ
れ
な
い
も
の
（ens increatum

）
と

い
う
一
組
の
概
念
と
調
和
す
る
形
で
法
や
国
家
を
説
明
す
る
。
彼
の

見
方
か
ら
す
れ
ば
、
近
代
民
主
政
へ
の
移
行
は
世
界
に
対
す
る
神
の

超
越
性
を
世
俗
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
世
界
に
対
し
て

神
が
有
す
る
超
越
関
係
が
内
在
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
人
民
は
、

「
治
者
と
統
治
者
の
同
一
性
と
い
う
民
主
政
の
テ
ー
ゼ
」
に
よ
っ
て
、

法
秩
序
と
の
関
係
で
、
神
が
か
つ
て
世
界
と
の
関
係
で
占
め
て
い
た

立
場
を
引
き
継
い
だ
の
で
あ
る（（3
（

。
こ
の
よ
う
に
立
場
が
引
き
継
が
れ

る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
れ
ば
、
中
世
存
在
論
は
そ
の
政
治
的
意
義
を

完
全
に
全
う
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
民
が
「
存
在
す
る
」
と
主
張
す

る
こ
と
は
、
そ
れ
が
実
在
（ens

）、
つ
ま
り
法
秩
序
を
「
担
う
」
も

の
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
憲
法
制
定
権
力
と
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憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
と
の
近
代
に
お
け
る
関
係
は
中
世

の
神
学
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
主
張
す
る
点
で
シ
ュ

ミ
ッ
ト
は
正
し
い
。
ま
た
、
憲
法
制
定
権
力
と
い
う
概
念
は
、
法
秩

序
を
も
た
ら
す
行
為
そ
れ
自
体
は
そ
の
秩
序
の
一
部
で
は
な
い
と
い

う
神
学
的
考
察
の
近
代
政
治
学
的
な
表
現
（a m

odern political 
articulation

）
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
点
も
正
し
い
。
し
か
し
な

が
ら
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
考
察
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
集
団

的
自
己
の
存
在
論
を
創
造
さ
れ
な
い
も
の
（ens increatum

）
の

世
俗
化
へ
と
還
元
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
近
代

政
治
に
お
け
る
憲
法
制
定
権
力
と
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
が
あ
り
う
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。

政
治
的
共
同
体
の
両
義
的
な
自
己
構
成

　

先
述
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
現
前
と
再
現
前
〔
代
表
〕
と

の
単
純
な
対
置
に
よ
っ
て
、
憲
法
制
定
権
力
お
よ
び
憲
法
に
よ
っ
て

設
置
さ
れ
た
権
力
に
関
す
る
政
治
―
神
学
的
解
釈
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
単
純
な
対
置
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
ま

た
集
団
的
自
己
の
も
う
一
つ
の
存
在
論
へ
の
手
が
か
り
を
、
二
〇
〇

二
年
一
一
月
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
社
会
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
起
き
た
あ
る
出
来
事
か
ら
と
て
も
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
出
来
事
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
議
論
に
特
に
適
し
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
恐
ら
く
、
欧
州
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
議
は
、
欧
州

連
合
が
策
定
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
計
画
に
対
す
る
マ
ル
チ
チ
ュ
ー

ド
〔
民
衆
〕
に
よ
る
反
抗
の
最
も
明
瞭
か
つ
徹
底
し
た
場
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
な
ん
に
せ
よ
、
こ
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

お
い
て
、
革
命
派
の
努
力
に
よ
り
、
主
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
体
制
派
が
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
私
た
ち

の
運
動
は
改
革
主
義
的
（reform

ist

）
で
は
な
い
。
ラ
デ
ィ
カ
ル

〔
な
運
動
〕
な
の
で
あ
る
」。【
18
】
ジ
ェ
ノ
バ
（Genoa

）
運
動
の

前
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
で
あ
り
、
世
界
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
（W

orld 
Social Forum

）
国
際
委
員
会
の
構
成
員
で
あ
る
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・

ア
ニ
ョ
レ
ッ
ト
（V

ittorio A
gnoletto

）
は
こ
の
よ
う
に
宣
言
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
開

か
れ
た
会
合
の
場
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
「
何
人
も
、
す
べ

て
の
参
加
者
の
立
場
だ
と
主
張
し
う
る
よ
う
な
立
場
…
…
を
表
明
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
こ
と
を
定
め
た
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ

（Porto A
legre

）
憲
章
を
無
視
し
て
い
る（（3
（

。
こ
こ
で
以
下
の
ジ
レ

ン
マ
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
空
間
は
、
全
体
の

名
義
で
な
さ
れ
る
主
張
が
存
在
し
な
い
限
り
は
開
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
主
張
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
革
命

的
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
政
治
的
な
い
し
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法
秩
序
を
樹
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
政

治
的
に
「
徹
底
的
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
」
の
代
償
は
、
憲
法
制
定

権
力
の
喪
失
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
反
乱
は
革
命
の
必
要
条
件

（conditio sine qua non

）
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
十
分
条
件

（conditio per quam

）
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
チ
チ
ュ
ー

ド
が
統
一
さ
れ
た
行
動
主
体
と
な
ら
な
い
限
り
、
つ
ま
り
マ
ル
チ

チ
ュ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
集
団
的
主
体
と
な
ら
な
い
限
り
、

自
ら
を
政
治
的
共
同
体
へ
と
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
ア
ニ
ョ
レ
ッ
ト
が
「
私
た
ち
の
運
動
…
…
」
に

言
及
し
た
際
に
「
私
た
ち
」
へ
訴
え
た
こ
と
が
、
集
団
の
自
己
構
成

の
中
核
へ
と
向
か
う
、
注
目
す
べ
き
両
義
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
を
一
つ
の
人

民
へ
と
ま
と
め
上
げ
る
目
的
ま
た
は
利
益
が
何0

で
あ
る
か
、
そ
し
て

誰0

が
そ
の
人
民
に
属
し
て
い
る
の
か
を
述
べ
る
政
治
的
主
導
権
を
掌

握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
を
も
た
ら
す
、

そ
の
よ
う
な
行
為
が
存
在
し
な
い
と
い
う
点
で
、
一
人
称
複
数
の
視

点
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ニ
ョ
レ
ッ
ト
の
訴
え
は
失
敗
し
て
い
る
。

そ
の
失
敗
の
理
由
は
、
単
に
彼
の
そ
の
よ
う
な
言
語
行
為
が
帰
属
す

る
主
体
が
存
在
し
な
い
か
ら
だ
け
で
な
く
、
そ
の
行
為
の
帰
属
先
た

る
権
限
者
〔
た
る
世
界
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
国
際
委
員
会
〕
は
、
彼
が

そ
こ
に
帰
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
権
限
者
た
り
う
る
か
ら

で
あ
る
。「『
人
民
』
は
、
そ
れ
に
意
思
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
に
先

立
っ
て
は
存
在
し
得
な
い
」（（3
（

。
し
た
が
っ
て
、
創
設
的
行
為
は
、
代

表
と
い
う
名
の
下
に
行
わ
れ
て
き
た
諸
活
動
（representational 

practices

）
を
打
破
す
る
現
前
を
生
じ
さ
せ
る
、
と
い
う
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
主
張
は
正
し
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
破
壊
的
行
動

（rupture

）
に
よ
っ
て
、
集
団
的
主
体
と
し
て
直
に
現
れ
る
人
民
な

る
も
の
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
明
ら
か
に
は
し
え

な
い
。
ケ
ル
ゼ
ン
の
帰
属
概
念
を
中
心
と
す
る
集
団
的
行
為
主
体
へ

の
間
接
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
行
為
に
お
け
る
統
一
体
た
る
「
私
た

ち
」
が
常
に
不
在
0

0

（absent

）
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と

し
て
理
解
さ
れ
る
。

　

民
主
政
に
お
い
て
人
民
は
憲
法
制
定
権
力
と
し
て
行
為
す
る

0

0

0

0

（acts

）
と
い
う
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
も
ま
た
批
判
的
に
検
討
さ
れ

る
こ
と
を
要
す
る
。
ア
ニ
ョ
レ
ッ
ト
の
「
私
た
ち
」
へ
の
訴
え
は
、

一
か
ら
（ex novo

）
法
秩
序
を
定
立
す
る
た
め
に
憲
法
制
定
権
力

を
行
使
す
る
と
い
う
強
い
意
味
で
集
団
が
行
為
す
る
、
純
粋
に
能
動

的
な
活
動
（spontaneity

）
ま
た
は
行
為
（activity

）
の
瞬
間
を

示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
政
治
的
統
一
体
の
中
核
に
あ
る
根

本
的
な
受
動
性

0

0

0

（passivity

）
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

集
団
が
活
動
を
は
じ
め
る
の
で
は
な
く
、
憲
法
制
定
権
力
に
よ
っ
て

そ
の
活
動
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ト
マ
ン
に
戻
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れ
ば
、「
共
有
さ
れ
た
意
図
的
活
動
」
の
相
互
作
用
は
、
相
互
的
で

な
い
行
為
つ
ま
り
集
団
的
で
な
い
行
為
を
前
提
と
し
て
い
る
。
憲
法

制
定
権
力
の
行
使
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
そ
れ
を
保
持
す
る
客
観

的
な
存
在
で
あ
る
政
治
的
共
同
体
の
自
己
構
成
を
意
味
す
る
。
そ
れ

が
、
集
団
自
身
が0

自
己
構
成
す
る
こ
と
（constitution of a 

collective self

）
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
物
語
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
ア
ニ
ョ
レ
ッ
ト
の

言
語
行
為
は
ま
た
、
憲
法
制
定
権
力
を
誰
が
行
使
す
る
と
し
て
も
、

必
ず
集
団
の
名
義
で
行
為
し
て
い
る
と
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
す
な
わ
ち
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

権
力
と
し
て
行
為
し

て
い
る
と
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
彼
は
、「
私
た
ち
の
運
動
…
…
」
に
つ
い
て
語
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
名
の
下
に
語
る
の
で
あ
る
。【
19
】
し
た
が
っ
て
、
ア
ニ
ョ

レ
ッ
ト
の
主
張
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
現
前
と
再
現
前
と
の
単
純

な
対
置
を
否
定
す
る
。
あ
る
行
為
は
、
起
源
を
代
表
〔
再
現
前
〕
す

0

00

0

0

00

0

る0

こ
と
に
よ
っ
て
し
か
共
同
体
を
創
出
す
る

0

0

0

0

（originate

）
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
法
制
定
行
為
の
集

団
へ
の
帰
属
の
全
て
に
及
ん
で
い
る
。
と
い
う
の
も
、
個
人
の
行
為

を
集
団
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
現
在
か
ら
過
去
へ
と
至

ら
せ
る
遡
行
的
戦
略
に
従
う
こ
と
で
あ
る
が
、
帰
属
の
「
終
着
点
」

は
、
そ
の
起
源
に
あ
た
る
現
前
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る

（existing in an original present

）
集
団
的
主
体
の
創
出
行
為

で
は
な
く
、「
決
し
て
現
前
し
な
い
過
去
」
へ
と
遡
る
か
ら
で
あ
る（（3
（

。

私
が
思
う
に
、
帰
属
の
ア
ポ
リ
ア
的
性
格
に
関
す
る
ケ
ル
ゼ
ン
の
警

告
が
有
す
る
重
要
な
意
味
が
こ
こ
に
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
帰
属
に

つ
い
て
の
分
析
は
、
ど
れ
だ
け
洞
察
豊
か
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
帰

属
を
遡
行
的
作
業
と
し
か
見
な
い
点
で
不
十
分
で
あ
る
。
創
出
行
為

を
過
去
に
投
影
し
な
け
れ
ば
、
帰
属
と
い
う
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、

共
同
体
の
未
来
へ
の
投
影
が
な
い
場
合
も
、
帰
属
と
い
う
も
の
は
な

い
。
す
な
わ
ち
、
過
去
に
す
で
に
発
生
し
た
と
捉
え
ら
れ
た
も
の
は
、

未
だ
到
来
し
て
い
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
憲
法
制
定
権
力
と
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
と

の
逆
説
的
な
関
係
は
、
憲
法
制
定
権
力
に
よ
っ
て
法
制
定
行
為
を
集

団
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
、
い
か
に
し
て
集
団
の
自
己
0

0

帰
属
（self-

attribution

）
と
い
う
形
を
と
り
う
る
の
か
を
示
し
て
い
る
。
憲
法

制
定
権
力
の
行
為
は
政
治
的
共
同
体
を
創
設
す
る
が
、
そ
れ
は
共
同

体
の
全
構
成
員
に
共
有
さ
れ
る
利
益
と
捉
え
ら
れ
る
も
の
を
措
定
す

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
利
益
の
利
害
関
係
者
を
措
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
定
の
人
々
を
共
同
体
の
構
成
員
と

し
て
同
定
す
る
と
同
時
に
、
彼
ら
に
授
権
す
る
行
為
に
等
し
い
。
し

か
し
、
こ
の
同
定
（identification

）
／
授
権
が
成
功
す
る
の
は
、

そ
れ
ら
の
個
人
が
、
憲
法
に
よ
っ
て
彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
権
力
を
行
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使
し
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
憲
法
制
定
行
為
を
行
う
政
治
体
の
構
成

員
と
し
て
自
ら
を
遡
及
的
に
同
定
す
る
場
合
の
み
で
あ
る
。
以
下
の

よ
う
な
逆
対
称
（inverted sym

m
etry

）
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
憲
法
制
定
権
力
の
活
動
に
よ
っ
て
、
政
治
的
統
一
体
に

お
け
る
還
元
不
可
能
な
受
動
性
が
明
ら
か
に
な
る
な
ら
ば
、
同
じ
く

ら
い
還
元
不
可
能
な
受
動
性
が
、
憲
法
制
定
権
力
の
活
動
に
も
同
様

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
活
動
が
、
さ
ら
な
る
行
為
に
よ
っ
て

再
度
取
り
上
げ
ら
れ
か
つ
前
に
進
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
政
治
体
が

構
成
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
そ
う
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲

法
制
定
行
為
は
、
集
団
に
よ
る

0

0

0

（by
）
行
為
と
し
て
遡
及
的
に
―
―

そ
し
て
暫
定
的
に
―
―
の
み
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
た
ち
は
今
や
、
根
本
規
範
（basic norm
）
と
い
う
概
念
に
表

れ
て
い
る
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
注
目
す
べ
き
考
察
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
行
為
は
遡
及
的
に
の
み
、
つ
ま
り
そ
れ

が
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
の
行
為
と
看
做
さ
れ
る
場
合
に

の
み
法
秩
序
を
出
現
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
場
合
と
同
様
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
憲
法
制
定
権
力
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
法
そ
の
も
の
の
創
出
行
為
は
秩
序
の
一
部
に
含
ま
れ
な
い
が
故

に
法
秩
序
は
閉
鎖
的
な
規
範
シ
ス
テ
ム
で
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
、

神
学
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
の
ひ
と
つ
の
近
代
的
な
理
解
の
仕
方
で

あ
る
。
確
か
に
、
ケ
ル
ゼ
ン
は
こ
の
点
に
関
す
る
認
識
論
的
な
含
意

を
展
開
す
る
こ
と
に
主
な
関
心
が
あ
る
。
し
か
し
根
本
規
範
が
再
帰

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
論
に
移
植
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
は
集
団
的

自
己
の
存
在
論
へ
の
鍵
を
提
供
す
る
、
と
指
摘
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

集
団
自
体
は
諸
個
人
に
よ
る
自
己
帰
属
的

0

0

0

0

0

（self-attributive

）
行

為
と
い
う
形
で
「
存
在
」
す
る
。【
20
】
彼
ら
は
自
ら
の
憲
法
上
の

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
利
益
の
た
め
に
（
か
つ

て
）
憲
法
を
制
定
し
た
「
私
た
ち
」
と
い
う
一
人
称
複
数
の
視
点
を

再
帰
的
に
採
用
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
物
象
化
す
る
こ
と
な
く
存
在
論
を
語
る
余

地
が
生
じ
る
。
実
際
、
集
団
は
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
個
人
と
別
に
存

在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
先
述
の
よ
う
に
、
自
己
帰
属

の
行
為
は
ど
の
場
合
も
個
人
の
行
為
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼

ら
が
そ
れ
ら
の
行
為
を
帰
属
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
自
己
（self

）
は
、

政
治
的
共
同
体
す
な
わ
ち
「
私
た
ち
」
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
多
数

の
個
人
の
帰
属
行
為
の
単
な
る
総
和
で
は
な
い
。
端
的
に
言
え
ば
、

ケ
ル
ゼ
ン
の
根
本
規
範
理
論
を
存
在
論
的
に
解
釈
す
る
こ
と
の
意
味

は
、
こ
の
論
文
の
初
め
に
引
用
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
命
題
―
―

「
政
治
的
に
一
体
の
人
民
の
具
体
的
実
存
は
、
あ
ら
ゆ
る
規
範
に
優

先
す
る
」
―
―
を
確
認
し
つ
つ
動
揺
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
実
際
、

集
団
的
主
体
が
政
治
的
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
、
法
秩
序
の
統
一

体
の
内
部
か
ら
遡
及
的
に
確
証
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
政
治
的
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統
一
体
に
対
し
て
前
法
的
な
存
在
論
的
判
断
を
行
う
余
地
は
な
い
の

で
あ
る（（3
（

。

　

こ
の
時
間
の
ズ
レ
0

0

（décalage

）
が
、
集
団
的
自
己
の
よ
り
深
い

存
在
論
的
性
格
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
重
要
な
帰
結
を
生
む
。
集
団

的
自
己
は
、
創
生
さ
れ
な
い
も
の
（ens increatum

）
の
世
俗
化

と
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
示
唆
し
た
よ
う
な
不
変
の
基
礎

（fundam
entum

 inconcussum

）
で
は
な
く
有
限
的
な
存
在
の
あ

り
方
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
少
な
く
と
も
四
つ
の
意
味
に
関
わ
る
。

第
一
に
、
集
団
的
自
己
は
、
政
治
的
統
一
体
が
諸
個
人
の
自
己
帰
属

行
為
を
通
し
て
そ
の
存
在
を
獲
得
す
る
が
故
に
依
存
的
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
が
存
続
す
る
た
め
に
は
繰
り
返
し
諸
個
人
が
自
己
帰

属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
も
依
存
し
て
い
る
。
第
二
に
、
集

団
的
自
己
は
、
決
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
過
去
お
よ
び
決
し
て
到
来

し
な
い
未
来
、
し
た
が
っ
て
集
団
的
自
己
が
支
配
す
る
こ
と
が
不
可

能
な
過
去
お
よ
び
未
来
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
故
に
依
存
的
で
あ

る
。
過
去
お
よ
び
未
来
が
こ
の
よ
う
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
で
あ
る

た
め
に
、
歴
史
の
可
能
性
は
、
ア
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
人
間
の
行
動
を

定
義
す
る
特
徴
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
予
測
不
可
能
性
と
生
起
不
可
能

性
に
満
ち
た
時
間
性
と
い
う
強
い
意
味
に
お
い
て
条
件
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る（（3
（

。
第
三
に
、
政
治
的
統
一
体
が
法
的
に
現
実
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
自
己
包
摂
（self-inclusion

）
は
、
自
己

排
除
（self-exclusion

）
つ
ま
り
政
治
的
統
一
体
の
そ
の
他
の
法
的

な
現
実
化
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
と
同
根
で
あ
る
。
集
団
的
自
己

の
存
在
論
は
、
相
応
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

「
現
存
在
の
分
析
」
か
ら
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。「
私
た
ち
は

誰
か
？
」
と
い
う
問
い
は
、
集
団
的
自
己
が
可
能
性
と
し
て

0

0

0

（as 
possibility

）
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
提
起
さ
れ
か
つ
解
答
可
能
な
の

で
あ
る（（3
（

。
集
団
は
、
直
接
に
は
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
な
い
そ
の
始

ま
り
に
お
い
て
、
自
ら
包
摂
し
つ
つ
排
除
し
た
が
故
に
、
何
が
自
身

の
利
益
な
の
か
、
そ
し
て
誰
が
そ
の
政
治
的
共
同
体
の
構
成
員
な
の

か
を
繰
り
返
し
決
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
絶
え
間
な
く
自
身
の
可

能
性
と
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。【
21
】
し
た
が
っ

て
、「
私
た
ち
は
誰
か
」
と
い
う
問
い
は
、
集
団
の
自
己
性
（ipseity

）

の
領
域
を
切
り
開
く
だ
け
で
な
く
、
よ
り
根
本
的
に
は
、
そ
の
懐
疑

可
能
性
（questionability

）
が
集
団
的
自
己
の
存
在
論
の
一
部
を

な
す
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
集
団
的
自
己
の
有
限
性
は
、
憲
法
制
定

権
力
と
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
の
区
別
に
関
す
る
こ
と
が

ら
に
先
行
し
か
つ
そ
れ
ら
を
共
に
包
含
す
る
集
団
的
行
為
主
体

0

0

0

0

（collective agency

）
の
存
在
論
的
決
定
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
行
為
す
る
こ
と
は
応
答
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
憲
法
制
定
権

力
は
決
し
て
、
世
俗
化
さ
れ
た
純
粋
行
為
（actus purus

）
の
よ

う
な
「
無
か
ら
生
ず
る
」
純
粋
な
決
定
で
は
な
い（（3
（

。
集
団
は
、
す
べ
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て
の
段
階
に
お
い
て
先
立
つ
「
私
た
ち
と
は
誰
か
？
」
と
い
う
問
い

に
直
面
し
続
け
、
そ
れ
に
対
し
て
何
度
も
応
答
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

し
か
行
為
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
ず
憲
法
制
定
権
力
あ
り
き
、

で
な
く
、
そ
れ
は
後
か
ら
来
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ま
さ
に
始
ま
り
の

時
か
ら
、
そ
し
て
そ
の
始
ま
り
に
お
い
て
、
集
団
的
自
己
は
偏
り
が

あ
る
（eccentric
）、
つ
ま
り
他
者
（other

）
す
な
わ
ち
奇
妙
な
も

の
と
の
関
係
で
偏
り
が
あ
る
の
で
あ
る
（decentred

）。
し
た
が
っ

て
こ
こ
に
お
い
て
、
憲
法
制
定
権
力
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
集
団
的
自

己
の
存
在
論
に
対
す
る
主
要
な
貢
献
が
あ
る
。
集
団
的
自
己
は
、
懐0

疑
可
能
性

0

0

0

0

（questionability

）
と
い
う
あ
り
方
、
そ
し
て
そ
の
よ

う
な
行
為
を
介
し
た
応
答
性

0

0

0

（responsiveness

）
と
い
う
あ
り
方

に
お
い
て
存
在
す
る
の
で
あ
る（（3
（

。

民
主
主
義
と
法
の
支
配

　

私
た
ち
は
今
や
、
民
主
主
義
と
法
の
支
配
に
関
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
命
題
を
検
討
す
る
段
に
あ
る
。
本
稿
の
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
憲
法
制
定
権
力
の
憲
法
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
権

力
に
対
す
る
優
越
性
の
回
復
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
の
支
配

に
対
す
る
民
主
主
義
の
優
越
性
を
救
い
出
そ
う
と
す
る
。
国
家
権
力

を
制
限
す
る
シ
ス
テ
ム
―
―
と
り
わ
け
、
三
権
分
立
（three 

branches of governm
ent

）
や
、
基
本
権
の
カ
タ
ロ
グ
化
を
通

じ
た
憲
法
に
よ
る
エ
ン
ト
レ
ン
チ
メ
ン
ト
を
通
じ
た
諸
個
人
の
保
護

―
―
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
理
解
不
能
だ
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
飽
く

こ
と
な
く
主
張
し
て
い
る
。
一
方
で
、
三
権
分
立
は
そ
の
各
々
の
権

能
が
由
来
す
る
と
こ
ろ
の
憲
法
制
定
権
力
と
い
う
統
一
体
を
前
提
と

し
て
い
る
。
他
方
で
基
本
権
は
集
団
と
し
て
の
人
民
が
そ
れ
ら
の
権

利
を
諸
個
人
に
認
め
た
憲
法
制
定
行
為
ま
で
遡
る
（lead back to

）

場
合
に
法
的
権
利
と
し
て
援
用
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。「
こ
の
［
制

限
］
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
べ
き
国
家
そ

の
も
の
は
前
提
さ
れ
て
い
る
」（（4
（

。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
読
者
に
対
し
て

憲
法
制
定
権
力
の
憲
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
権
力
に
対
す
る
概
念

的
優
越
性
お
よ
び
時
間
的
先
行
性
、
そ
し
て
民
主
政
の
法
治
国
家

（R
echtsstaat

）
に
対
す
る
優
越
性
を
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
彼
の
見
る
と
こ
ろ
憲
法
の
純
粋
に
規
範
的
な
説
明
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
政
治
的
中
立
性
と
い
う
仮
面
を
引
き
剝
が
そ
う
と
す
る
。

「
法
の
支
配
の
下
に
あ
る
自
由
主
義
的
国
家
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
法
治

国
家
（bürgerliche R

echtsstaat

））
は
、〔
統
治
〕
主
体
の
政
治

的
行
為
が
…
…
も
は
や
不
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
国
家
権
力
の
行
使

を
あ
ま
ね
く
制
定
法
で
包
囲
し
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と

い
う
想
定
の
上
に
運
営
さ
れ
て
い
る
」（（4
（

。
こ
の
一
節
を
、
集
団
的
自

己
に
つ
い
て
の
二
つ
の
根
本
的
な
存
在
論
的
規
定
（determ

ination

）
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―
―
懐
疑
可
能
性
と
応
答
性
―
―
に
照
ら
し
て
吟
味
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
【
22
】
シ
ュ
ミ
ッ
ト
か
ら
す
れ
ば
、
民
主
政
を
自
由
主
義
に
よ
る

束
縛
か
ら
解
放
す
る
た
め
に
は
、
憲
法
規
範
（legal constitution

）

が
人
民
の
政
治
的
な
決
定
で
あ
る
が
故
に
妥
当
性
を
有
す
る
の
だ
、

と
い
う
こ
と
を
承
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
妥
当
性
お
よ
び
正
統
性
に

関
す
る
問
題
は
法
秩
序
と
の
関
係
で
は
提
起
で
き
る
の
に
対
し
て
、

憲
法
制
定
行
為
を
な
す
統
一
体
と
し
て
の
人
民
と
の
関
係
で
は
提
起

で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
政
治
的
実
存
の
特
殊
な
態
様
は
、
自
己

を
正
統
化
す
る
を
要
し
な
い
し
、
ま
た
正
統
化
す
る
を
え
な
い
」（（4
（

。

し
か
し
、
憲
法
制
定
権
力
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
次
の
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
自
己
構
成
（self-constitution

）
は
、
政
治
的
統
一
体
が

法
秩
序
を
通
じ
て
構
成
さ
れ
る

0

0

0

時
に
は
じ
ま
る
の
で
あ
り
、
政
治
的

統
一
体
に
よ
る

0

0

0

法
的
秩
序
の
構
成
と
し
て
は
じ
ま
る
の
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
誰
か
し
ら
が
主
導
権
を
持
っ
て
、
何
が
集
団
に
お
い
て
共

有
さ
れ
て
い
る
利
益
な
の
か
、
誰
が
そ
れ
に
属
す
の
か
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
明
確
な
否
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
政
治
的
統
一
体
は
、『
憲
法
制
定
行
為
』
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
発
生

す
る
」（（4
（

。
し
た
が
っ
て
、
法
秩
序
の
正
統
化
の
問
題
は
、
ま
さ
に
そ

の
始
ま
り
か
ら
し
て
、
政
治
的
統
一
体
に
と
っ
て
必
要
な
包
摂
と
排

除
の
正
当
化
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
法
を
自

己
を
基
礎
づ
け
自
ら
に
奉
仕
し
自
ら
を
維
持
す
る
秩
序
へ
と
変
容
さ

せ
た
ケ
ル
ゼ
ン
を
激
し
く
非
難
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ュ
ミ
ッ

ト
も
全
く
同
じ
こ
と
を
政
治
的
統
一
体
と
の
関
係
で
行
う
に
至
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
で
は
な
く
、
ほ
か
な
ら
ぬ
シ
ュ
ミ
ッ
ト

こ
そ
が
法
実
証
主
義
者
（positivist

）
な
の
で
あ
る
。
政
治
的
共

同
体
の
自
己
構
成
の
両
義
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
シ
ュ

ミ
ッ
ト
的
方
向
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
、
存
在
論
的
に
い
え
ば
、
集
団

的
自
己
が
懐
疑
可
能
性
と
い
う
あ
り
方
に
お
い
て
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
認
め
る
こ
と
に
至
る
。

　

中
世
神
学
か
ら
近
代
政
治
学
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
私
な
り
の
理

解
に
よ
れ
ば
、
民
主
政
は
、
集
団
的
自
己
の
こ
の
よ
う
な
存
在
論
上

の
状
態
を
内
包
し
た
政
治
的
組
織
形
態
と
し
て
現
出
す
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
、「
政
治
的
存
在
の
こ
の
よ
う
な
特
有
の
形
態
（distinctive 

m
anner

）」
は
常
に
0

0

正
統
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
原

理
を
制
度
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
権
力
分
立

（division of pow
ers

）
は
、
民
主
政
の
原
理
を
妨
げ
る
よ
り
む
し

ろ
下
支
え
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
権
力
分
立
（
国
民
国
家
に
馴

染
み
の
あ
る
三
権
分
立
は
一
つ
の
可
能
性
に
す
ぎ
な
い（（4
（

）
は
、
人
民

が
決
し
て
直
接
に
は
統
一
体
と
し
て
は
出
現
し
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
民
の
代
表
と
し
て
の
発
言
だ
と
主
張
す

る
権
力
は
ど
れ
で
あ
れ
、
そ
の
よ
う
な
主
張
が
そ
れ
以
外
の
権
力
に
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よ
っ
て
疑
問
に
付
さ
れ
う
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
よ
う
に
発
言
し
う

る
の
で
あ
る
。
西
洋
憲
法
理
論
を
非
常
に
悩
ま
せ
て
き
た
、
い
わ
ゆ

る
反
多
数
決
主
義
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
全
く
も
っ
て
見
か
け
だ
け

の
も
の
で
あ
る
。
選
挙
で
選
ば
れ
た
立
法
府
の
方
が
司
法
府
よ
り
も

選
挙
民
に
近
く
、
し
た
が
っ
て
多
数
派
と
少
数
派
の
絶
え
な
い
交
代

劇
（ever shifting play

）
に
敏
感
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
立
法
府
が
政
治
的
統
一
体
と
し
て
の
人
民
へ
排
他
的
か
つ
特
権
的

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
法
の
支
配

は
、
司
法
府
に
選
挙
至
上
主
義
の
政
治
（electoral politics

）
か

ら
の
保
護
、
そ
し
て
全
体
の
名
の
下
に
行
動
し
て
い
る
と
主
張
す
る

多
数
派
に
よ
る
潜
在
的
な
侵
害
に
直
面
し
た
少
数
派
の
権
利
を
守
る

権
限
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
主
政
を
支
え
る
集
団
的
自
己
の

存
在
論
に
制
度
的
な
形
式
を
付
与
す
る
（gives institutional 

form

）。
反
多
数
決
主
義
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、〔
集
団
の
〕
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
市
民
参
加
が
代
表
的
な
る
も
の
（representation

）

と
対
立
し
て
い
る
場
合
、
つ
ま
り
政
治
理
論
が
現
前
の
形
而
上
学

（m
etaphysics of presence

）
に
屈
し
て
い
る
場
合
に
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
と
し
て
現
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

 

【
23
】
こ
れ
ら
の
考
察
に
よ
っ
て
、
法
治
国
家
（R

echtsstaat

）
は
、

「〔
統
治
〕
主
体
の0

（of

）
政
治
的
行
為
」
を
〔
統
治
0

0

〕
主
体
の
名
義

0

0

0

0

0

で
の
0

0

行
為
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
主
政
を
無
力
化
さ
せ
て

し
ま
う
（neutralize

）、
と
い
う
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
非
難
に
対
し
て
、

新
た
な
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
も
、
憲
法
制
定
権

力
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
民
主
的
受
容
は
、
所
有
前
置
詞
で
あ
る
「
の

（of

）」
の
ア
ポ
リ
ア
的
性
格
を
承
認
す
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ま
さ
に
、
そ
れ
は
「
そ
の
名
義
で
」
に
不
可

分
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
、
人
民
は
憲
法
制
定

行
為
の
主
体
と
し
て
直
接
に
現
前
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
た
め
、

あ
る
行
為
を
人
民
の
行
為
と
し
て
同
定
す
る
こ
と
は
、〔
人
民
を
〕

代
表
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
主
張
ま
た
は
〔
そ
の
行
為
は
人
民
に
〕

帰
属
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
主
張
を
提
起
す
る
こ
と
を
通
じ
て
し
か

で
き
な
い
。
他
方
で
、
憲
法
制
定
権
力
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
行
為

の
人
民
へ
の
帰
属
を
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
ほ
ど
問
題
を
孕
ん
だ
も

の
と
し
て
し
ま
う
。
法
治
国
家
（R

echtsstaat

）
は
、
近
代
民
主
政

が
こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
処
理
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
。
権
力
分
立

お
よ
び
基
本
権
の
カ
タ
ロ
グ
化
を
通
じ
た
憲
法
に
よ
る
エ
ン
ト
レ
ン

チ
メ
ン
ト
は
、
行
為
の
帰
属
可
能
性
―
―
あ
る
行
為
を
人
民
の
行
為

と
見
な
せ
る
こ
と
―
―
に
関
す
る
最
低
限
の
条
件
で
あ
る
。
こ
の
意

味
で
、
そ
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
戻
れ
ば
、
法
の
支
配
は
民
主
政
を
無

力
化
し
は
し
な
い
。
そ
れ
は
、「〔
統
治
0

0

〕
主
体
0

0

の
政
治
的
行
為
」、

つ
ま
り
行
為
す
る
統
一
体
と
し
て
の
人
民
の
政
治
的
行
為
に
と
っ
て

の
制
度
的
条
件
を
明
確
化
す
る
の
で
あ
る
。



憲法制定権力と再帰的アイデンティティ

109

　

し
か
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
非
難
は
よ
り
深
い
と
こ
ろ
に
斬
り
か

か
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
恐
ら
く
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
考
え
て

い
た
強
い
意
味
で
の
政
治
的
行
為
で
は
な
く
、
す
な
わ
ち
規
範
の
断0

絶0

（rupture
）
と
対
照
的
な
規
範
の
刷
新
0

0

（innovation

）
に
つ
い

て
の
も
の
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
深
い
意

味
で
の
彼
の
反
論
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
は
回
避
で
き
る
。
と
い

う
の
も
、
民
主
的
な
法
治
国
家
（R

echtsstaat

）
と
い
う
も
の
は
、

何
が
共
同
体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
利
益
な
の
か
、
そ
し
て
誰
が
そ
こ

に
お
い
て
利
益
集
団
な
の
か
を
新
た
に
決
定
す
る
こ
と
を
考
慮
し
つ

つ
、〔
政
治
体
の
立
ち
あ
げ
〕
当
初
の
〔
外
部
に
対
す
る
〕
閉
鎖
化

と
そ
の
後
の
継
続
如
何
を
（initial and subsequent closure

）

を
、
あ
る
程
度
ま
で
保
留
す
る

0

0

0

0

（suspends

）
政
治
的
組
織
形
態
だ

か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
閉
鎖
化
の
保
留
お
よ
び
再
検

討
（redefinition

）
は
、
実
際
に
創
出
さ
れ
た
法
秩
序
が
政
治
的

共
同
体
の
可
能
性
を
尽
く
し
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
可
能
な
の
で
あ
る
。

民
主
的
な
法
治
国
家
（R

echtsstaat

）
は
ま
た
、
集
団
的
自
己
が
懐

疑
可
能
性
を
有
す
る
状
態
で
存
在
す
る
と
い
う
見
方
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
集
団
的
自
己
が
可
能
性
と
し
て
存
在
す
る
と
い
う

見
方
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
解
放
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
回
答
す
る
な
ら
ば
、
刷
新
と
断
絶
は
、
法
の
支
配
の

下
に
あ
る
民
主
的
な
国
家
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
積
極

的
に
顕
現
す
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
立
場
は
、
あ
る
程
度
ま
で
は
妥
当
で
あ
る
。
無
限
の
可
能
性

を
有
す
る
集
団
は
、〔
も
は
や
〕
集
団
で
は
な
い
。
集
団
的
自
己
は
、

そ
れ
に
対
す
る
疑
問
へ
の
有
限
な
応
答
と
い
う
形
で
存
在
す
る
。

ニ
ー
チ
ェ
の
よ
く
知
ら
れ
た
金
言
は
、
個
人
と
同
様
に
集
団
に
つ
い

て
も
当
て
は
ま
る
。「
ひ
と
は
、
答
え
の
見
つ
け
ら
れ
る
問
い
だ
け

に
耳
を
か
す
も
の
だ
」（（4
（

、
た
と
え
、
何
が
集
団
の
回
答
し
う
る
問
い

か
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
遡
及
的
に
の
み
だ
と
し
て
も
。
集
団
は

自
身
が
か
つ
て
排
除
し
た
も
の
を
包
摂
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど

も
、〔
だ
か
ら
と
い
っ
て
〕
こ
の
こ
と
は
排
除
さ
れ
た
も
の
が
そ
の
0

0

ま
ま
で

0

0

0

（in its ow
n term

）
合
法
化
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

つ
ま
り
、
集
団
と
そ
の
破
壊
者
と
が
、
弁
証
法
的
運
動
の
中
で
、
そ

の
調
和
の
形
成
が
ど
ん
な
に
困
難
で
か
つ
長
期
に
わ
た
ろ
う
と
も
、

よ
り
高
度
の
法
秩
序
に
お
い
て
調
和
さ
れ
る
よ
う
な
仕
方
で
合
法
化

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ニ
ョ
レ
ッ
ト
に
よ
る
改
革
主
義
の
拒
否

は
、
応
答
と
い
う
も
の
が
根
本
的
に
有
限
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を

想
起
さ
せ
る
。
な
ぜ
有
限
な
の
か
と
い
え
ば
、
法
制
定
行
為
は
単
に

奇
妙
な
も
の
を
法
秩
序
に
統
合
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
常
に
奇

妙
さ
を
無
力
化
す
る

0

0

0

0

0

、
つ
ま
り
異
常
な
も
の
を
正
常
な
る
も
の
の
一

種
へ
と
格
下
げ
を
す
る
か
ら
で
あ
る
。【
24
】
奇
妙
な
も
の
そ
れ
は
、

リ
ク
ー
ル
の
い
う
「
自
己
と
他
者
と
の
弁
証
法
」
に
お
い
て
、
包
摂



法学研究 95 巻 3 号（2022：3）

110

に
抵
抗
す
る
注
意
喚
起
者
〔
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
〕
で
あ
る
。
こ
の
視
点

を
失
え
ば
、
奇
妙
さ
か
ら
そ
の
両
義
性
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

は
、
政
府
転
覆
の
脅
威
を
、
法
的
変
化
の
た
め
の
単
な
る
機
会
そ
し

て
単
な
る
そ
の
賛
美
へ
と
落
と
し
込
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

応
答
が
有
限
で
あ
る
こ
と
（lim

ited responsiveness

）
は
、

い
か
な
る
政
治
的
共
同
体
も
馴
致
化
す
る
（dom

esticate

）
こ
と

に
成
功
し
な
い
、
根
本
的
な
外
部
か
ら
発
生
す
る
憲
法
制
定
権
力

―
―
規
範
を
刷
新
お
よ
び
断
絶
す
る
権
力
―
―
と
い
う
も
の
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
か
な
る
民
主
政
も
必
ず
反
逆
罪
を
刑

法
の
諸
規
定
の
中
に
有
し
て
い
る
と
述
べ
る
と
き
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

こ
の
こ
と
を
明
確
に
理
解
し
て
い
た（（4
（

。
と
い
う
の
も
、
憲
法
制
定
権

力
の
理
論
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
反
逆
と
い
う
の
は
革
命
的
行

為
だ
か
ら
で
あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
も
ま
た
、
反
逆
お
よ
び
新
た
な
憲
法

制
定
を
行
う
革
命
的
行
為
（constituent revolutionary activity

）

に
つ
い
て
、
あ
る
法
秩
序
か
ら
別
の
法
秩
序
へ
至
る
分
水
嶺
で
あ
る

と
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
驚
く
べ
き
も
の
で
は
な
い（（4
（

。
実

際
に
は
、〔
反
逆
と
革
命
行
為
と
い
う
〕
二
種
類
の
行
為
の
特
徴
づ

け
（qualifications

）
に
か
か
る
そ
れ
ぞ
れ
の
一
人
称
複
数
の
視
点

は
、
比
較
不
能
で
あ
る
（incom

m
ensurable

）。
問
題
は
、
革
命

者
の
行
為
が
彼
ら
が
転
覆
を
企
図
し
て
い
る
法
秩
序
の
枠
内
に
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、

こ
の
生
の
事
実
が
、
憲
法
制
定
権
力
の
行
使
と
し
て
で
は
な
く
反
逆

と
し
て
の
み
理
解
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
よ
れ

ば
、
反
逆
は
存
在
論
的
に
重
要
で
あ
る
（has an ontological 

im
port

）。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
不
可
能
の
可
能
性

0

0

0

0

0

0

0

（im
possible 

possibility

）、
す
な
わ
ち
集
団
的
自
己
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
場
合

に
は
自
身
の
〔
存
在
を
担
保
す
る
〕
可
能
性
の
条
件
を
破
壊
す
る
こ

と
に
な
る
が
故
に
、
集
団
自
体
の
範
囲
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
可

能
性
を
証
明
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
法
治
国
家
（R

echtsstaat

）

は
解
消
不
可
能
な
両
義
性
の
極
地
（achievem

ent

）
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
そ
れ
は
、〔
誰
が
人
民
の
〕
代
表
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
主

張
に
か
か
わ
る
争
い
（the contestation of representational 

claim
s

）
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
制
限
す
る
か
ら
で
あ

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
意
味
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
正
当
に
も
、
法
治

国
家
（R

echtsstaat

）
は
法
秩
序
の
統
一
の
内
側
に
あ
ら
ゆ
る
政
治

的
行
為
を
囲
い
込
む
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
想
定
を
非
難
し
た
の

で
あ
る
。
集
団
的
自
己
の
存
在
論
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
究
極
の

問
い
は
、
自
己
と
他
者
の
相
互
関
係
を
前
提
と
せ
ず
、
し
か
も
そ
れ

を
望
ま
な
い
と
い
う
政
治
的
な
応
答
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
応
答
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
非
相

互
主
義
的
な
理
解
こ
そ
が
、
そ
の
強
い
意
味
に
お
け
る
政
治
的
多
元

0

0

0

0

0
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主
義
0

0

（political pluralism

）
と
い
う
も
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し

か
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
賛
同
し
た
と
し
て
も
、
法

の
支
配
を
放
逐
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
主
政
が
解
放
さ
れ
る
、
と
い

え
る
わ
け
で
は
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
民
主
政
は
、
後
か
ら
来

る
こ
と
に
よ
っ
て
先
に
到
る
し
か
な
い
（only com

es first by 
dint of com

ing second
）
か
ら
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
も
し

集
団
的
自
己
構
成
が
、
そ
の
名
の
下
に
行
為
す
る
こ
と
を
主
張
す
る

ま
さ
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
集
団
的
自
己
を
構
成
す
る
行
為

と
し
て
始
ま
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
主
張
が
常
に
0

0

拙
速
で
あ
る
こ
と
を

認
め
る
限
り
に
お
い
て
政
治
的
共
同
体
は
民
主
的
で
あ
る
。
近
代
民

主
政
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
考
え
る
よ
う
な
仲
介
者
の
な
い
「
人
民
に

よ
る
政
治
的
行
為
」
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は

存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
近
代
民
主
政
と
は
、
法
の
支
配
に
訴
え

つ
つ
暫
定
的
で
あ
れ
人
民
の
行
為
と
し
て
見
な
さ
れ
る
最
低
限
の
条

件
を
定
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
帰
属
行
為
（acts of attribution
）

を
先
延
ば
し
さ
せ
る
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
組
織
形
態
な
の
で
あ
る
。

（
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uncker 

&
 H

um
blot, 1993

）, 121

（
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
著
）、
尾
吹

善
人
（
訳
）『
憲
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―
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テ
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テ
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献
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れ
る
。
他
に
も
例
え
ば
（am

ongst others

）
参
照
、J. H

aberm
as, 

B
etw

een Facts and N
orm

s 

［1992

］ W
. R

ehg, trans. 

（Cam
bridge, M

A
: M

IT
 Press, 1996

）, 120; C. Castoriadis, 
ʻT

he Greek polis and the creation of dem
ocracyʼ in T

he 
Castoriadis R
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テ
イ
ラ
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（T
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デ
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憲
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